
昭和 5 0年度

文化財調査報 且手重主I=t' 1=三宮

第 6 集

前橋市教育委員会
(社会教育課〉



目

次

は
　
じ
　
め

こ
●
：
：
●
：
。
●
：
：
．
：
・
：
●
：
。
：
。
：
：
：
●
：
：
：
。
：
：
：
．
：
．
：
：
：
．
：
：
：
：
：
●
●
：
：
：
9
：
：
：
：
：
・
：
：
・
：
・

ン

教
育
長
　
伊
　
藤

頁力

一
、
昭
和
五
十
年
度
前
橋
市
指
定
文
化
財

重
要
文
化
財

重
要
文
化
財

重
要
文
化
財

重
要
文
化
財

重
要
文
化
財

重
要
文
化
財

重
要
文
化
財

重
要
文
化
財

重
要
文
化
財

重
要
文
化
財

重
要
文
化
財

重
要
文
化
財

慈
照
院
千
手
観
音
座
像
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
・
－
：
…
－
…
…
…
…
…
…
…
…
1

伯
牙
弾
琴
鏡
…
－
・
…
…
…
…
・
…
…
…
－
：
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
・
…
－
－
・
…
…
…
－
・
…
・
…
．
…
…
－
－
－
－
・
…
1

光
厳
寺
薬
医
門
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
－
・
－
・
…
…
：
：
：
…
…
：
：
．
：
。
…
…
：
．
：
2

無
量
寿
寺
地
蔵
菩
薩
立
像
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
－
－
・
…
…
・
－
・
－
－
・
…
－
2

無
量
寿
寺
十
一
面
観
音
立
像
…
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
・
・
－
…
：
…
…
…
・
…
…
…
－
－
…
－
…
－
・
－
－
・
－
3

二
宮
神
社
梵
鐘
…
…
－
－
…
…
…
・
…
－
－
－
…
…
…
：
・
…
…
…
・
－
：
…
－
…
…
－
－
』
：
…
…
…
－
－
－
－
・
－
．
－
－
．
－
－
－
3

二
宮
神
社
絵
馬
四
枚
…
…
…
…
…
…
・
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
：
…
：
－
・
－
：
：
…
－
…
：
：
・
…
－
・
－
－
・
－
・
・
－
－
．
4

前
橋
藩
刑
場
跡
供
養
塔
な
ら
び
に
道
し
る
べ
…
・
…
…
…
－
：
…
・
－
…
…
：
－
－
…
…
・
…
…
…
…
…
…
－
・
…
…
…
5

宝
禅
寺
異
型
板
碑
…
…
…
－
…
…
：
・
・
…
…
…
・
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
・
…
：
…
－
－
．
…
－
…
・
…
－
－
…
・
－
…
－
6

山
王
の
宝
塔
…
…
…
・
：
…
：
：
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
・
：
：
…
…
…
：
：
…
・
・
…
：
：
：
…
…
：
…
…
・
7

八
幡
宮
文
書
一
巻
九
通
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
：
…
…
…
：
－
：
・
…
：
・
：
…
…
・
…
…
…
．
…
・
：
9

前
橋
紙
園
祭
礼
絵
巻
二
巻
…
…
…
…
…
…
・
…
…
－
…
…
…
…
・
…
…
：
…
…
：
…
…
…
．
…
…
．
…
．
：
…
…
：
．
：
．
1

1

二
、
昭
和
五
十
年
度
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
報
な
ら
び
に
補
修
事
業
報
告

　
芳
賀
西
部
工
業
団
地
遺
跡
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
：
「
…
…
：
…
…
…
・
…
…
－
…
…
…
…
・
…
－
…
…
…
…
…
・
9
－
…
．
1

2

　
国
指
定
史
跡
蛇
穴
山
古
墳
…
…
－
…
：
…
－
・
・
：
…
…
…
－
…
－
－
・
…
…
：
…
…
…
…
9
…
：
－
－
…
…
：
…
・
…
：
…
…
…
…
－
－
…
…
．
1

3

　
山
王
廃
寺
跡
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
－
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…
・
・
…
－
－
桝

　
県
指
定
史
跡
上
泉
郷
倉
補
修
工
事
…
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
・
…
－
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
怖

Q
既
指
定
文
化
財
（
仁
治
の
板
碑
）
の
名
称
変
更
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
π

あ
　
と
　
が
　
き



鏑
灘
．
鱗

蒸
－
　
’
灘
炉
妻

罐
㎜
．
、
■

、

独

一

鵠
　
揺

邸

繊
欝

蒙
　
為
舞

面一

耀



は

じ

め

に

　
文
化
財
に
対
す
る
関
心
は
、
日
を
追
っ
て
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
情
勢
を
背
景
と
し
て
、
長
い
間
、
懸
案
で
あ
っ
た
文
化
財
保
護
法
が
改
正
さ
れ
、
文
化
財
保

護
行
政
に
と
っ
て
、
本
年
度
は
意
義
深
い
年
と
な
り
ま
し
た
。
改
正
さ
れ
た
保
護
法
に
ょ
り
ま
す
と
、
民
俗
文
化
財
、
埋
蔵
文
化
財
に
関
す
る
制
度
の
整
備
、
さ
ら
に
は
、
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制
度
の
創
設
な
ど
、
文
化
財
保
護
の
た
め
の
法
的
措
置
は
、
一
段
と
充
実
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
文
化
財
の
保
護
は
、
法
の
改
正
だ
け
で
は
達
成
さ
れ
な
い
こ
と
は
、
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
文
化
財
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
愛
護
の

精
神
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
基
盤
と
し
た
適
切
な
行
政
の
展
開
が
あ
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
真
に
保
護
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
幸
い
に
し
て
、
本
市
に
お
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
更
に
は
文
化
財
調
査
委
員
の
方
々
め
強
い
熱
意
に
よ
り
ま
し
て
、
年
々
文
化
財
に
対
す
る
認
識

も
深
ま
り
、
文
化
財
保
護
の
た
め
の
諸
事
業
は
、
飛
躍
的
な
発
展
を
と
げ
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
他
方
、
文
化
財
の
荒
廃
の
話
題
は
、
い
ま
だ
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
、
各
種
開
発
に
伴
な
う
、
史
跡
・
埋
蔵
文
化
財
等
へ
の
保
存
の
問
題
は
緊
急
な

解
決
を
迫
ら
れ
て
お
り
、
文
化
財
保
護
の
行
政
は
、
ま
す
ま
す
む
ず
か
し
さ
を
加
え
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
、
本
書
が
前
橋
市
の
文
化
財
を
正
し
く
理

解
す
る
一
資
料
と
な
り
、
ひ
い
て
は
文
化
財
保
護
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
甚
に
思
い
ま
す
。

　
　
　
昭
和
五
十
一
年
二
月

前
橋
市
教
育
委
員
会

　
教
育
長
　
伊

藤

頂刃



r
　
β
』
～

一
』
、

昭
和
五
十
年
度
前
橋
市
指
定
文
化
財

重
要
文
化
財
　
慈
照
院
千
手
観
音
座
像

一
、
所
在
地
　
前
橋
市
二
之
宮
町
一
八
二
番
地

二
、
所
有
者
　
天
台
宗
慈
照
院
（
住
職
　
村
中
祐
生
）

三
、
現
　
状

　
　
木
造
。
千
手
観
音
、
頂
上
部
に
お
い
て
十
一
面
を
具
し
て
い
る
。

　
　
　
〈
実
測
値
〉

　
像
高
　
　
（
頂
上
仏
面
か
ら
蓮
華
座
蓮
肉
上
面
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
九
三
セ
ソ
チ
メ
ー
ト
ル

肩
幅
頭
長
面
長
面
幅
耳
長
膝
の
高
さ

両
膝
間
の
長
さ

　
顔
は
、
長
さ
に
比
し
て
幅
が
狭
く
や
や
面
長
で
あ
る
が
、
頼
は
豊
満
で
口
は
小

さ
く
、
あ
ご
が
や
や
ふ
く
れ
て
い
る
。
目
は
柳
の
葉
状
で
、
鼻
す
じ
が
通
り
、
小

鼻
も
は
っ
て
い
る
。
じ
ん
ど
う
（
鼻
の
下
）
は
だ
い
ぶ
へ
こ
ん
で
お
り
、
唇
は
上

向
き
に
反
転
し
て
い
る
。

　
通
肩
で
、
肩
が
張
り
、
堂
々
と
し
た
体
躯
で
あ
る
。

　
材
質
は
、
桂
の
よ
う
な
堅
緻
な
も
の
で
あ
る
。
金
箔
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
剥

落
し
て
木
地
の
見
え
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
木
地
に
は
、
細
か
い
銘
目
が
認
め
ら
れ

る
。
ま
た
、
剥
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
金
箔
を
施
す
工
程
が
見
て
ど
れ
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
木
地
の
上
に
麻
布
を
貼
り
、
胡
粉
を
塗
り
、
さ
ら
に
、
漆
塗
り
を
し
て

金
箔
を
施
し
た
と
思
わ
れ
る
。
金
箔
は
、
補
修
の
際
に
着
け
ら
れ
た
も
の
ら
し

三
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

三
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

十
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

左
右
と
も
十
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

十
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
六
十
五
セ
ソ
チ
メ
ー
ト
ル

　
く
、
原
形
は
、
木
地
の
ま
ま
か
、
あ
る
い
は
、
胡
粉
の
上
に
彩
色
し
た
状
態
で
ば

　
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
推
察
の
域
を
出
な
い
。
金
箔
を
使
用

　
し
た
補
修
は
、
比
較
的
古
い
時
期
に
行
な
わ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

四
、
由
来

　
　
慈
照
院
は
、
現
在
、
二
之
宮
小
学
校
西
隣
に
あ
る
が
二
宮
神
社
境
内
に
あ
っ
た

　
千
手
堂
を
移
築
・
改
造
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
寺
所
蔵
『
永
代
記
』
に
「
二

　
宮
之
赤
城
大
明
神
本
地
仏
観
世
音
堂
…
」
と
あ
り
、
改
築
時
に
発
見
さ
れ
た
棟
札

　
に
は
、
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
年
）
に
千
手
堂
が
再
建
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

　
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
千
手
観
音
が
二
宮
神
社
の
本
地
仏
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

　
れ
る
。

五
、
調
査
者
の
意
見

　
　
こ
の
仏
像
が
造
ら
れ
た
の
は
、
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
頃
と
思

　
わ
れ
る
。
当
時
の
数
少
な
い
造
品
と
し
て
、
重
要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
惹
。
且

　
つ
、
赤
城
神
社
の
本
地
仏
と
し
て
、
歴
史
資
料
と
し
て
も
価
値
あ
る
も
の
で
あ

　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
尾
崎
喜
左
雄
）
　
，

重
要
文
化
財
　
伯
牙

弾
琴
鏡

一
、
所
在
地
　
前
橋
市
本
町
二
丁
目
七
番
二
号

二
、
所
有
者
　
八
幡
宮
（
宮
司
　
宮
沢
健
二
）

三
、
現
　
状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
古
墳
時
代
の
漢
式
鏡
は
、
古
墳
の
終
末
と
共
に
衰
退
し
、
代
わ
っ
て
、
飛
鳥
・

　
奈
良
時
代
に
入
る
と
、
あ
ら
た
に
、
今
ま
で
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
文
様
を
つ
け

・
た
唐
鏡
あ
る
い
は
、
そ
の
踏
返
鏡
が
仏
教
文
化
と
と
も
に
登
場
す
る
。
伯
牙
弾
琴

　
鏡
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　
　
伯
牙
と
は
、
中
国
古
代
の
琴
の
名
手
で
あ
る
が
、
は
じ
め
は
、
な
か
な
か
上
達

　
せ
ず
、
そ
の
師
成
運
は
、
彼
を
東
海
の
孤
島
に
移
し
、
練
習
に
努
め
さ
せ
た
。
そ

　
の
結
果
、
名
を
天
下
に
な
し
た
者
と
い
う
。
こ
の
伯
牙
を
題
材
と
し
た
鏡
は
、
ど

「

づ
ー

「



　
う
い
う
わ
げ
か
比
較
的
多
く
、
古
く
ば
法
隆
寺
伝
来
御
物
に
あ
り
、
奈
良
時
代
に

　
入
っ
て
は
、
日
本
各
地
に
、
合
わ
せ
て
十
二
面
が
数
え
ら
れ
、
群
馬
県
に
は
本
例

　
の
ほ
か
貫
前
神
社
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
二
面
が
あ
る
。

　
　
本
例
は
、
前
橋
市
本
町
八
幡
神
社
の
境
内
に
お
い
て
発
掘
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ

　
る
も
の
で
、
二
つ
に
割
れ
て
い
る
が
、
原
形
を
遺
し
て
い
る
。
そ
の
直
径
は
、
十

　
七
・
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
は
周
縁
部
で
○
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
内
側

　
で
○
・
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
ま
た
、
鉦
高
は
○
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
で
あ
る
。
外
縁
に
そ
っ
て
幅
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
銘
文
帯
が
あ
り
、
四
十

　
字
の
銘
文
が
あ
る
が
、
大
部
分
は
磨
滅
し
て
お
り
、
判
読
で
き
な
い
。
そ
の
内
側

　
の
画
文
も
い
ち
お
う
伯
牙
弾
琴
の
構
図
を
整
え
て
い
る
が
、
鋳
形
の
く
ず
れ
か
鮮

　
明
さ
を
欠
く
。
材
質
は
白
銅
．
で
あ
る
。

四
、
調
査
者
の
意
見

　
　
か
か
る
点
か
ら
し
て
、
本
鏡
は
い
本
市
に
遺
る
奈
良
時
代
の
遺
品
と
し
て
貴
重

　
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
尾
崎
喜
左
雄
）

重
要
文
化
財
．
光
厳
寺
薬
医

門

一
、
所
在
地
　
前
橋
市
総
社
町
総
社
一
六
〇
七
番
地

二
、
所
有
者
　
天
台
宗
光
厳
寺
（
住
職
　
田
中
耕
順
）

三
、
現
　
状

　
　
光
厳
寺
に
は
、
三
つ
の
古
い
門
が
あ
る
が
、
薬
医
門
形
式
の
こ
の
門
は
、
一
番

　
南
に
位
置
し
て
い
る
。
以
前
は
、
別
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
も
の
を
現
位
置
に
移
築

　
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
〈
実
測
値
〉

　
本
柱
の
心
々
距
離
　
三
メ
ー
ト
ル

　
控
柱
の
心
々
距
離
　
三
メ
ー
雷
ル

　
本
柱
と
控
柱
の
心
々
距
離
　
ニ
メ
ー
ト
ル
十
セ
ン
チ

　
棟
か
ら
石
敷
面
ま
で
の
高
さ
　
四
メ
ー
ト
ル
九
十
セ
ン
チ

　
橿
先
か
ら
石
敷
面
ま
で
の
高
さ
　
三
メ
ー
ト
ル
五
セ
ソ
チ

　
冠
木
上
面
か
ら
礎
石
上
面
ま
で
の
高
さ
　
ニ
メ
ー
ト
ル
八
八
セ
ソ
チ

　
　
石
敷
上
に
礎
石
を
置
き
角
柱
の
本
柱
、
控
柱
。
本
柱
、
控
柱
間
に
男
梁
を
乗

　
せ
板
墓
股
・
斗
・
肘
木
で
棟
木
を
支
え
る
。
板
墓
股
に
は
そ
れ
ぞ
れ
表
裏
二
面
に

　
紋
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
北
の
外
側
は
、
み
つ
ど
も
え
、
内
側
は
、
五
三
桐
で
あ

　
る
。
南
の
外
側
は
、
け
ん
か
た
ば
み
、
内
側
は
、
た
ち
お
も
だ
か
で
あ
る
。
屋
根

　
は
化
粧
屋
根
裏
、
疎
橿
木
で
、
現
在
、
亜
鉛
板
葺
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
な
お
本
柱
間
に
わ
た
っ
て
い
た
足
下
貫
は
、
欠
落
し
て
い
る
が
、
本
柱
下
部
に

　
ほ
ぞ
穴
が
認
め
ら
れ
る
。

四
、
調
査
者
の
意
見

　
　
江
戸
時
代
初
期
、
あ
る
い
は
、
、
そ
れ
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
時
期
の
作
と
み
ら

　
れ
、
品
格
の
あ
る
美
し
い
門
で
あ
る
。
桃
山
期
の
建
築
の
風
格
を
伝
え
る
も
の
と

　
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
尾
崎
喜
左
雄
）

重
要
文
化
財
　
無
量
寿
寺
地
蔵
菩
薩
立
像

一
、
所
在
地
　
前
橋
市
二
之
宮
町
七
六
四
番
地

二
、
所
有
者
　
真
言
宗
無
量
寿
寺
（
住
職
　
佐
竹
果
皓
）

三
、
現
　
状

　
　
　
〈
実
測
値
〉

　
像
高
　
一
八
四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
肩
幅
（
三
道
下
で
）
　
五
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
肩
か
ら
足
ま
で
の
高
さ
　
一
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
左
袖
長
　
一
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
右
袖
長
　
八
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
木
造
の
地
蔵
菩
薩
で
、
胴
の
背
・
前
・
両
脇
の
三
木
寄
せ
で
あ
る
。
肩
も
両
肩

　
が
別
個
に
一
木
で
造
ら
れ
て
い
る
。
手
と
足
先
は
別
木
で
あ
る
。
胎
内
銘
は
見
あ

　
た
ら
な
い
。
衣
文
の
線
が
美
し
く
翻
波
式
の
名
残
り
を
と
ど
め
て
い
る
か
に
み
え

「2［
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る
個
所
も
あ
る
σ
持
物
ば
右
手
に
鋸
杖
、
左
手
に
宝
珠
（
上
半
欠
損
）
で
あ
る
。

　
　
現
在
の
仏
頭
は
、
後
補
の
も
の
と
み
ら
れ
、
大
き
さ
、
つ
く
り
と
も
に
胴
部
と

　
は
や
や
不
つ
り
合
い
な
感
じ
で
あ
る
。

四
、
調
査
者
の
意
見

　
　
補
修
個
所
や
破
損
個
所
も
い
く
つ
か
認
め
ら
れ
る
。
右
肩
は
木
の
節
が
抜
け
た

　
あ
と
、
埋
め
木
を
し
た
ら
し
い
。
左
袖
先
や
裳
の
下
部
等
に
虫
食
い
が
み
ら
れ
る

　
し
、
左
袖
上
部
に
は
欠
損
が
あ
る
。
胡
粉
や
漆
も
剥
落
し
て
い
る
が
、
部
分
的
に

　
残
存
し
て
い
る
。

　
　
胴
部
は
鎌
倉
期
と
思
わ
れ
、
当
時
の
作
風
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
■
し
て
重
要
な
遺

　
品
で
あ
る
。
仏
頭
は
、
室
町
末
か
ら
江
戸
初
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
尾
崎
喜
左
雄
）

一
、

二
、

三
、

重
要
文
化
財
　
無
量
寿
寺
十
酬
面
観
音
立
像

所
在
地
　
前
橋
市
二
之
宮
町
七
六
四
番
地

所
有
者
　
真
言
宗
無
量
寿
寺
（
住
職
　
佐
竹
呆
皓
）

現
　
状

　
〈
実
測
値
〉

像
高
肩
幅
頭
長
面
長
面
幅
　
頭
部
に
十
一
面
を
具
し
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
満
な
感

じ
で
あ
る
。
顔
の
部
分
に
は
銘
彫
の
手
法
が
み
ら
れ
る
。
右
手
を
下
に
し
、
左
手

で
蓮
華
を
さ
し
た
水
瓶
を
持
つ
。
肩
は
な
で
肩
、
体
全
体
に
金
箔
を
使
っ
た
精
巧

な
模
様
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
一
木
彫
で
目
の
堅
い
桂
の
よ
う
な
材
質
で
造
ら
れ
て
い
る
。
金
箔
に
よ
る
模
様

七
一
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

十
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
十
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
顔
の
長
さ
と
幅
が
ほ
ぼ
等
し
い
丸
顔
で
、

　
ば
江
戸
期
の
後
補
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
両
肩
か
ら
両
腕
に
か
げ
て
手
ざ
わ
り
が

　
異
な
り
、
後
補
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

四
、
由
　
来

　
　
護
国
寺
か
ら
本
寺
へ
移
さ
れ
た
仏
像
と
い
わ
れ
て
お
り
、
秘
仏
と
さ
れ
て
き

　
た
。

五
、
調
査
者
の
意
見

　
　
保
存
状
態
は
比
較
的
良
好
で
あ
る
が
、
虫
食
い
の
あ
と
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
十

　
一
面
観
音
は
、
，
平
安
後
期
の
も
の
で
あ
る
。
平
安
時
代
の
遺
品
の
少
な
い
本
地
方

　
と
し
て
は
当
時
の
文
化
を
知
る
う
え
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
仏
像

　
の
光
背
は
江
戸
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
尾
崎
喜
左
雄
）

　
　
重
要
文
化
財
二
宮
神
社
梵
鐘

一
、
所
在
地
　
前
橋
市
二
之
宮
町
八
八
六
番
地

二
、
所
有
者
　
二
宮
神
社
（
氏
子
代
表
　
内
田
甚
一
）

三
、
現
　
状

　
　
二
宮
神
社
の
南
面
参
道
の
鳥
居
の
近
く
東
側
に
鐘
楼
が
あ
っ
て
こ
の
梵
鐘
が
つ

　
っ
て
あ
る
。
毎
年
四
月
と
十
二
月
の
三
夜
沢
御
神
幸
の
時
に
限
り
出
発
と
帰
着
に

　
つ
か
れ
る
だ
け
で
、
あ
と
は
鳴
ら
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。

　
　
こ
の
梵
鐘
に
は
次
の
よ
う
な
銘
が
刻
ん
で
あ
る
。

　
　
　
　
奉
寄
進
鳥
ル
鐘
一
口

　
　
　
　
　
上
野
州
勢
多
郡
赤
城
山
神
宮
寺

　
　
　
　
ず
ラ
ー
タ
）諭

パ
キ
リ
　
ク
レ載彰
正
一
位

二
宮
大
明
神
御
宝
前
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ヂ
時
元
和
九
暦
鶉
首
大
淵
献
○
月
吉
辰

　
　
　
　
　
願
主

　
　
　
　
　
　
六
谷
田
左
衛
門
尉
業
繁

　
　
　
　
　
　
前
長
井
内
蔵
之
介
繁
次

　
　
　
　
　
　
長
井
喜
左
衛
門
尉

　
　
鋳
師
大
工

　
　
埜
州
天
命
住
太
田
五
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　
御
代
官
小
野
田
勘
右
衛
門
尉

　
　
　
　
　
国
定
村
光
明
寺
林
永

　
　
　
　
　
　
　
藪
眼
院
宝
昭

　
　
　
　
　
　
　
大
永
坊
重
尊

　
　
　
　
　
　
　
泰
任
坊
暁
○

　
　
　
　
　
　
　
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
山
坊
春
光

　
　
　
　
　
御
代
官
水
沢
主
水
正

　
　
　
　
　
山
王
堂
村
福
島
与
右
衛
門

　
　
　
　
　
新
井
村
長
谷
何
徳
右
衛
門
尉

　
　
　
　
　
笠
井
郷
小
松
何
村
秋
山
将
監
尉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
井
右
近
尉

　
　
　
　
　
八
坂
村
阿
久
津
藤
左
衛
門
尉

　
　
　
　
　
赤
石
郷
武
士
彌
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
々
諸
旦
那
衆

以
上
が
梵
鐘
の
袈
裟
だ
す
き
の
間
の
池
の
間
四
面
に
あ
る
銘
文
で
あ
る
が
、
こ
の

銘
文
の
陰
刻
さ
れ
て
い
る
面
が
意
外
な
程
荒
れ
て
い
て
判
読
困
難
な
文
字
が
多

く
、
．
誤
読
な
き
を
保
し
難
い
。
高
さ
は
一
二
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
直
径
七
ニ
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
は
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

四
、
由
来

　
　
銘
文
に
あ
る
通
り
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
に
二
宮
大
明
神
に
奉
納
さ
れ
た
も

　
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
す
る
文
書
は
な
い
。
二
宮
大
明
神
の
別
当
寺
が
当
時
「
神

　
宮
寺
」
で
あ
っ
た
が
、
今
は
そ
の
神
宮
寺
も
な
く
そ
の
後
神
と
思
わ
れ
る
寺
も
見

　
当
ら
な
い
。

五
、
調
査
員
の
意
見

　
　
こ
の
梵
鐘
に
つ
い
て
は
赤
城
南
面
は
も
と
よ
り
東
京
都
ま
で
も
含
ん
だ
広
い
地

　
域
の
人
々
の
信
仰
を
示
す
も
の
で
、
有
形
文
化
財
と
し
て
指
定
し
て
も
ら
い
た

　
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
沢
　
右
吾
）

重
要
文
化
財
　
二
宮
神
社
絵
馬
四
枚

一
、
所
在
地
　
前
橋
市
二
之
宮
町
八
八
六
番
地

二
、
所
有
者
　
二
宮
神
社
（
氏
子
代
表
　
内
田
甚
一
）

三
、
現
　
状

　
　
二
宮
神
社
の
拝
殿
の
左
右
に
高
く
飾
ら
れ
て
い
る
二
対
四
枚
の
絵
馬
が
あ
る
。

　
一
組
は
横
一
四
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
縦
二
一
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
鞍
を
置
い

　
た
馬
が
赤
い
胸
総
尻
が
い
を
し
て
二
人
の
男
に
手
綱
を
と
ら
れ
て
い
る
。
馬
の
毛

　
色
は
鹿
毛
と
烏
黒
と
で
あ
る
。
馬
の
口
を
取
る
男
は
白
い
烏
帽
子
に
白
い
水
干
を

　
着
て
い
る
。
も
う
一
組
は
横
二
一
毛
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
縦
二
九
セ
ン
チ
メ
ー

　
ト
ル
で
、
手
綱
を
つ
け
た
だ
け
の
栗
毛
と
あ
し
毛
の
馬
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
絵
馬

　
も
二
枚
半
の
板
に
金
箔
を
置
い
て
そ
の
上
に
今
の
図
柄
を
描
い
て
い
る
。
文
字
は

　
表
に
も
裏
に
も
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

四
、
由
．
来

　
　
こ
の
絵
馬
に
つ
い
て
文
書
等
は
何
も
な
い
け
れ
ど
、
口
碑
に
よ
れ
ば
、
昔
大
胡

　
城
主
だ
っ
た
牧
野
駿
河
守
忠
成
が
元
和
元
年
大
阪
夏
の
陣
に
際
し
、
戦
勝
を
祈
願

　
し
て
奉
納
し
た
も
の
と
伝
え
て
い
る
。

五
、
調
査
者
の
意
見
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四
面
共
に
筆
力
雄
健
で
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
示
す
も
の
な
の
で
、
有
形
文

化
財
と
し
て
指
定
し
て
も
ら
い
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
沢
　
右
吾
）

重
要
文
化
財

前
橋
藩
刑
場
跡
供
養
塔

　
　
　
　
　
　
な
ら
び
に
道
し
る
べ

一
、
所
在
地
　
前
橋
市
天
川
大
島
町
一
〇
二
五
番
地
先

二
、
管
理
者
　
前
橋
市
．

三
、
現
　
状

　
　
こ
の
供
養
塔
は
、
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
十
四
セ
ン
チ
の
切
石
積
の
上
に
高
さ
三
十

　
四
セ
ン
チ
の
台
座
を
置
き
、
そ
の
上
に
高
さ
二
十
六
セ
ン
チ
の
蓮
華
座
、
そ
の
上

　
に
高
さ
ニ
メ
ー
ト
ル
十
七
セ
ン
チ
の
塔
身
を
乗
せ
、
総
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
九
十
一

　
セ
ン
チ
で
見
上
げ
る
ほ
ど
の
大
供
養
塔
で
あ
り
、
塔
全
体
が
安
山
岩
で
で
ぎ
て
い

　
る
。

　
　
塔
身
正
面
に
は
、

　
　
　
　
南
無
妙
法
蓮
華
経

　
右
側
面
に
は
、

　
　
　
　
照
生
死
長
夜
大
燈
明

　
左
側
面
に
は
、

　
　
　
　
切
元
品
無
明
大
利
劔

　
裏
面
に
は
、

　
　
　
　
天
保
十
二
年
辛
丑

　
　
　
　
九
月
吉
祥
日
　
　
日
戒
（
花
押
）

　
台
座
に
は
、

　
　
　
　
講
　
中

　
　
台
座
の
下
に
は
世
話
人
六
十
八
名
の
名
を
連
ら
ね
て
い
る
。

　
　
道
し
る
べ
は
刑
場
跡
供
養
塔
の
横
に
あ
る
が
、
安
山
岩
、
億
ぼ
楕
円
形
の
も
の

　
で
高
さ
七
十
セ
ン
チ
、
幅
三
十
八
セ
ン
チ
。

　
　
正
面
中
央
に
、

　
　
　
　
南
無
阿
弥
陀
佛

　
そ
の
右
側
に
、

　
　
　
　
宝
暦
五
歳

　
そ
の
左
側
に
、

　
　
　
　
亥
十
月
吉
日

　
そ
の
下
に
、

　
　
　
　
右
江
戸
み
ち

　
　
　
　
左
あ
徒
満
道

　
と
刻
さ
れ
て
い
る
。

　
　
市
教
育
委
員
会
で
、
　
「
史
跡
前
橋
藩
刑
場
跡
な
ら
び
に
道
し
る
べ
」
の
標
識

　
（
木
製
）
と
説
明
板
が
設
置
さ
れ
、
管
理
良
好
で
あ
る
。

四
、
由
　
来

　
　
こ
の
刑
場
跡
供
養
塔
と
道
し
る
べ
に
つ
い
て
は
、
市
教
育
委
員
会
の
説
明
板
の

　
と
お
り
、
江
戸
時
代
酒
井
・
松
平
両
氏
時
代
に
前
橋
藩
で
罪
人
を
処
刑
し
た
と
こ

　
ろ
に
、
町
人
六
十
八
人
の
世
話
人
に
よ
っ
て
供
養
塔
が
建
て
ら
れ
、
道
し
る
べ
は

　
そ
の
前
に
置
か
れ
て
あ
っ
た
。

　
　
た
だ
し
、
刑
場
は
、
現
在
の
位
置
よ
り
も
約
百
メ
ー
ト
ル
北
方
県
道
前
橋
古
河

　
線
と
東
部
バ
イ
パ
ス
の
分
岐
点
中
央
に
あ
り
、
そ
の
後
道
路
工
事
等
の
た
め
、
数

　
次
に
わ
た
っ
て
東
に
移
動
し
、
更
に
昭
和
四
十
七
年
東
部
バ
イ
パ
ス
線
工
事
の
た

　
め
、
現
在
地
に
移
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

五
、
調
査
者
の
意
見

　
　
こ
の
刑
場
跡
供
養
塔
は
、
従
来
、
道
路
工
事
そ
の
他
の
た
め
、
再
三
、
移
動
さ

　
せ
ら
れ
、
道
し
る
べ
も
同
様
の
状
態
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
た
の
で
、
か
っ
て
こ

　
こ
の
付
近
に
刑
場
0
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
し
む
る
と
と
も
に
、
今
後
の
移
動
を
防

　
ぎ
、
完
全
な
る
保
存
管
理
を
図
る
た
め
、
市
の
重
要
文
化
財
と
し
て
指
定
す
る
の

　
を
適
当
と
思
料
す
る
。
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－
－
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－
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－
⊥

刊
場
跡
供
養
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面
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．
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．
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○
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正
面
に

ど
南
無
妙
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蓮
華
経

　
裏
面
に

　
　
天
保
＋
二
年
辛
丑
日
戒
花

　
　
　
九
月
吉
祥
日
　
　
　
　
押

刊
場
跡
供
養
塔

　
側
面
見
取
図
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り
　
　○

餅

　
びΩ

　
『
　
｝

講中

一需一「一
チンセ2

1
　一

「［一

、
、
、

メ
　
チ
ンセ3

4
ロ層

ト

○
○
○
○
○
○
○
○
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六
、
徴
　
証

　
　
前
橋
市
教
育
委
員
会
建
設
の
案
内
板

　
　
江
戸
時
代
の
刑
場
跡
供
養
塔

　
　
江
戸
時
代
刑
死
者
の
霊
を
と
む
ら
う
た
め
天
保
十
二
年
（
西
暦
一
八
四
一
年
）

に
町
人
六
十
八
名
の
世
話
人
に
よ
り
、
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
塔
に
刻
ま
れ
た
文

字
は
養
行
寺
の
僧
日
戒
（
号
行
妙
）
、
の
揮
毫
で
あ
る
。

　
　
刑
場
跡
は
、
こ
の
地
点
よ
り
北
方
約
百
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
た
り
、
供
養

塔
も
同
所
に
あ
っ
た
が
、
道
路
工
事
等
の
た
め
、
そ
の
後
、
塔
は
数
次
に
わ
た
っ

て
東
に
移
動
し
、
吏
に
、
東
部
バ
イ
パ
ス
線
開
発
の
必
要
上
、
余
儀
な
く
昭
和
四

十
七
年
十
一
月
こ
こ
に
移
動
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
旧
地
点
は
古
い
時
代
の
前
橋
の
東
の
関
門
で
、
江
戸
道
と
東
道
と
の
分
岐
点
で

も
あ
り
、
そ
こ
に
は
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
に
建
て
ら
れ
た
「
右
江
戸
み
ち
左

あ
づ
ま
み
ち
」
の
道
標
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
も
供
養
塔
と
と
も
に
現
地
点
に
移

し
た
。
　
（
下
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
田
　
徳
松
）

重
要
文
化
財

宝
禅
寺
異
型
板
碑

（

一
、
所
在
地
　
前
橋
市
上
泉
町
一
二
八
○
番
地
宝
禅
寺
墓
地

二
、
所
有
者
　
天
台
宗
宝
禅
寺
（
住
職
　
高
橋
賢
雄
）

三
、
現
状

　
　
前
橋
市
街
地
か
ら
大
胡
県
道
を
行
き
、
桃
木
川
を
渡
っ
て
す
ぐ
の
南
側
に
宝
禅

　
寺
が
あ
る
。
墓
地
は
本
堂
の
西
か
ら
北
へ
か
け
て
あ
る
。
本
碑
は
本
堂
西
の
近
い

　
と
こ
ろ
で
東
面
し
て
建
っ
て
い
る
。

　
台
石
は
な
い
。
中
央
部
で
割
れ
目
が
斜
め
に
あ
る
。

　
　
　
銘
　
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
奄
主

　
　
（
種
子
）
康
永
第
四
暦
　
　
　
二
月
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覚
　
明

　
大
ぎ
さ
総
高
　
一
六
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

各
葺
。
。
難
㍍
脚
）

盈
嬰
☆
姦
就
）
醍

中
央
部
で
割
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
南
側
の
面
で
北
側
の
面

　
　
　
上
巾
　
四
〇
セ
シ
チ

　
　
　
下
巾
　
四
八
セ
ン
チ

一6「
／



¥
左
(
下
か
ら
)
四
三
・

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
/

一

}

の

と

こ

ろ

/
右
(
下
か
ら
)
五
九
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
¥

種
子
は
仏
を
表
わ
す
究
字
。
本
碑
の
大
き
さ
は
高
さ
四
五
セ
ン
チ
の
堂
々
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
胎
蔵
界
大
日
如
来
を
表
わ
す
ア
l
ン
ク
。
大
日
如
来
は
憂
茶
羅

の
中
央
仏
で
あ
り
、
一
切
に
超
越
し
た
無
始
無
終
の
仏
で
あ
る
o

胎
蔵
界
大
日
如

来
は
黄
金
色
で
、
五
智
の
宝
冠
を
い
だ
き
、
法
界
定
印
を
結
ん
で
い
る
仏
が
考
え

ら
れ
て
い
る
。
種
子
の
下
に
紀
年
銘
、
そ
の
左
右
に
奄
主
、
覚
明
と
刻
ま
れ
て
い

る
o

昔
か
ら
こ
こ
に
あ
り
、
移
動
し
た
こ
と
は
な
い
と
い
う
o

四
、
由
来
・
伝
説

上
泉
町
宝
禅
寺
の
西
は
、
桃
木
川
と
藤
沢
川
の
合
流
点
。
桃
木
川
は
旧
利
根
川

と
伝
え
て
い
る
o

そ
の
利
根
川
の
水
を
引
い
て
新
田
荘
の
潅
瓶
用
水
と
し
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
宝
禅
寺
前
は
、
女
堀
と
呼
ば
れ
て
い
る
用
水
路
の
遺
構
が
あ
っ
た
。

赤
城
山
南
麓
を
東
西
に
横
切
る
女
堀
の
最
も
上
流
と
考
え
ら
れ
る
と
と
ろ
で
あ

り
、
末
流
は
佐
波
郡
東
村
(
田
部
井
)
に
至
る
。
宝
禅
寺
の
南
に
接
す
る
村
は
、

石
関
で
あ
る
。
女
堀
に
関
す
る
地
名
で
あ
ろ
う
o

長
楽
寺
文
書
の
堰
口
村
は
こ
の

村
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
大
胡
郷
三
俣
村
・
神
塚
村
な
ど
こ
の
上
泉
村
を
と
り
ま

く
村
の
名
が
長
楽
寺
文
書
に
見
え
て
い
る
。

伝
説
で
は
、
栗
生
顕
友
の
墓
と
い
う
。
ま
た
、
ハ
一
説
に
は
篠
塚
伊
賀
守
の
墓

と
も
い
う
。
共
に
、
新
田
義
貞
の
四
天
王
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
栗

生
顕
友
は
新
田
義
貞
が
越
前
藤
島
に
お
い
て
戦
死
し
た
延
久
三
年
(
一
三
コ
一
八
)

閏
七
月
二
日
以
後
は
行
方
知
れ
ず
と
い
う
o

こ
の
年
よ
り
七
年
後
の
康
永
四
年

(
二
二
四
五
)
二
月
に
こ
の
板
碑
は
作
ら
れ
た
。

苓
主
、
覚
明
に
つ
い
て
も
奄
の
名
に
つ
い
て
も
わ
か
ら
な
い
。
な
お
、
宝
禅
寺

は
仏
神
さ
ま
と
俗
称
さ
れ
て
い
る
。

五
、
調
査
者
の
意
見

①
本
市
に
は
、
小
島
田
町
の
仁
治
元
年
(
一
二
四

O
)
の
異
型
板
碑
・
公
田
町
乗

明
院
の
弘
安
二
年
〈
一
二
七
九
年
)
の
弥
陀
三
尊
の
板
碑
等
す
で
に
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
こ
の
康
永
田
年
(
二
二
四
五
V

の
異
型
板
碑
は

そ
の
高
き
か
ら
み
て
乗
明
院
の
板
碑
に
次
ぐ
貴
重
な
も
の
で
あ
る
の
で
、
将
来
の

保
存
管
理
の
た
め
、
市
の
重
要
文
化
財
に
指
定
す
る
の
を
適
当
と
思
料
す
る
。

⑧
異
型
板
碑
と
し
て
特
異
の
も
の
で
あ
り
、
左
右
裏
面
共
に
、
削
り
平
ら
に
し
た

四
角
柱
で
あ
り
、
頂
上
部
も
加
工
し
た
跡
が
あ
る
o

⑧
板
碑
の
大
部
分
は
阿
弥
陀
如
来
の
種
子
を
も
つ
が
、
こ
の
碑
は
胎
蔵
界
大
日
如

来
の
種
子
を
刻
ん
で
お
り
、
信
仰
史
上
の
一
つ
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
o

④
康
永
四
年
と
い
う
南
北
朝
時
代
の
も
の
で
、
第
四
暦
と
い
う
表
記
な
ど
に
特
色

を
も
ち
、
蓄
の
存
在
を
伝
え
て
い
る
o

著
名
は
わ
か
ら
な
い
し
、
巷
主
の
覚
明
の

伝
も
不
詳
。

@
文
字
は
お
お
ら
か
で
、
上
泉
町
宝
禅
寺
の
位
置
と
共
に
、
地
域
文
化
の
研
究
に

資
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
(
松
田
徳
松
・
丸
山
知
良
)

重
要
文
化
財

山

王

の

宝

塔

一
、
所
在
地

-7一

前
橋
市
山
王
町
四
六
四
番
地

宅
地
内

二
、
所
有
者

三

、

現

状

山
王
団
地
の
南
端
に
つ
づ
く
地
域
。
朝
倉
付
近
か
ら
の
古
墳
群
の
南
端
に
も
あ

た
る
。
東
は
旧
利
根
川
右
岸
に
あ
た
る
河
岸
段
丘
で
、
台
地
上
に
営
ま
れ
た
古
墳

の
墳
丘
上
に
こ
の
宝
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
古
墳
は
「
上
毛
古
墳
総
覧
(
群
馬

県
発
行
、
昭
和
十
三
年
刊
)
の
佐
波
郡
上
陽
村
第
十
二
号
墳
で
あ
る
。
そ
の
記
載

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
第
十
二
号
前
方
後
円
墳
竹
林
発
掘
不
祥
、
山
王
字
国
尻
四
六
団
番
地
、
宅
地
面

一
積
二
六
敵
二
十
歩
大
キ
サ
二
二
一
尺
高
サ
八
尺
所
有
者
関
根
富
士
松
備
考
僻

「
倉
時
代
多
宝
塔
ア
リ
葺
石
ア
リ

前
方
部
は
平
夷
さ
れ
、
既
に
円
墳
の
よ
う
な
状
況
で
、
そ
の
後
円
部
の
墳
丘
も

相
当
低
く
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



　
　
宝
塔
の
高
さ
は
、
相
輪
上
欠
の
現
状
で
高
さ
二
三
三
セ
ン
チ
σ
傍
ら
に
あ
る
柑

輪
上
部
を
加
え
る
と
二
七
ニ
セ
ン
チ
に
な
る
。

　
　
各
部
の
大
き
さ

相
　
輪上
半
分
（
幅
葺
巽
誓
島

下
土
幅
舞
巽
誓
加

屋
　
蓋

　
　
　
　
高
　
五
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

露
盤
（
幅
麿
擁
誓
見

　
　
　
上
巾
　
三
三
・
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

軒
蓋
叡
霞
挫
姦
就

塔
　
身

　
　
　
　
高
　
八
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
下
か
ら
四
三
セ
ン
チ
上
り
）

　
　
巾
（
最
大
）
　
七
〇
・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
上
巾
六
二
・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

頸
部
（
帥
五
蛋
耽
姦
蕊

　
　
　
下
巾
　
五
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
基
　
台

　
　
　
高
（
現
状
）
　
三
九
・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
巾
七
六
・
O
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
銘
文
・
刻
字
は
見
当
た
ら
な
い
。

四
、
由
緒
口
碑

　
　
宝
塔
の
立
つ
古
墳
の
北
に
東
西
に
通
ず
る
道
路
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
枝
神
社

　
．
八
山
王
町
六
九
四
番
地
）
の
参
道
で
、
神
社
か
ら
す
れ
ば
、
東
へ
約
三
百
メ
ー
ト

　
ル
の
所
に
古
墳
が
あ
る
。
こ
の
神
社
は
地
名
［
山
王
」
が
生
ま
れ
た
も
と
の
由
緒

　
あ
る
神
社
で
あ
る
。
二
月
十
七
日
の
春
祭
に
は
こ
の
宝
塔
に
赤
飯
を
ふ
か
し
て
上

　
げ
、
秋
の
十
月
十
七
日
の
祭
に
は
古
く
流
鏑
馬
が
施
さ
れ
、
一
番
馬
が
お
ま
い
り

　
し
た
と
い
う
。
神
社
と
の
関
係
の
深
さ
を
思
わ
せ
る
が
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。

五
、
調
査
者
の
意
見

　
①
相
輪
部
分
は
二
つ
に
割
れ
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
完
形
で
あ
る
こ
と
。
総
高
二
七
ニ

　
セ
ン
チ
の
大
型
宝
塔
で
あ
る
こ
と
。

　
②
塔
身
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
豊
か
で
、
塔
身
の
最
大
巾
が
ほ
ぼ
真
中
に
あ
た
り
、
上

　
巾
に
比
し
て
、
下
巾
は
わ
ず
か
に
つ
ぼ
ま
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

　
⑧
屋
蓋
の
下
り
棟
は
や
や
反
り
が
強
く
そ
の
面
も
こ
け
て
い
る
。

　
　
以
上
の
点
か
ら
室
町
時
代
の
作
と
推
定
さ
れ
る
が
、
塔
身
の
豊
か
な
作
り
と
も

　
考
え
合
わ
せ
て
、
室
町
時
代
も
極
め
て
初
期
と
推
定
さ
れ
る
。

　
　
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
へ
移
る
頃
の
前
橋
南
部
・
那
波
郡
北
部
の
地
域
文

　
化
を
知
る
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
と
思
う
。

断

’

’

ノ

’
・

　
の

塾

7
　

H
甑1
5利昭

ー

塔宝の王山　図

（
付
言
）

　
塔
身
の
作
り
か
ら
南
北
朝
時
代
と
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え

「8「



か
ら
室
町
時
代
初
期
と
推
定
年
代
を
下
げ
た
の
は
屋
蓋
の
作
り
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
室
町
時
代
初
期
と
し
て
考
え
た
場
合
に
塔
身
の
作
り
に
無
理
が
あ
る
か

ど
う
か
と
い
う
点
は
微
妙
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
不
自
然
で
な
い
よ
う
に
思

う
。
大
き
い
と
い
う
こ
と
は
立
派
で
あ
る
し
、
年
代
も
古
く
思
わ
れ
易
い
こ
と

も
あ
ろ
う
。
と
つ
お
い
つ
室
町
時
代
初
期
。
室
町
時
代
に
変
わ
っ
て
す
ぐ
の
頃

と
推
定
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
丸
山
　
知
良
）

重
要
文
化
財
　
八
幡
宮
文
書
　
一
巻
九
通

一
、
所
在
地
　
前
橋
市
本
町
二
丁
目
十
二
番
九
号

　
　
　
　
　
　
　
　
八
幡
宮
々
司
家

二
、
所
有
者
　
宮
司
■
宮
沢
健
二

三
、
現
　
状

　
　
文
書
九
通
を
一
巻
と
し
、
表
書
に
「
廣
幡
家
古
書
　
巻
」
と
あ
る
。
表
装
の
時

　
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
治
以
降
と
思
わ
れ
る
。
文
書
は
い
ず
れ
も
八
幡
宮
宛
で

　
「
金
蓮
坊
」
ま
た
は
、
　
「
八
幡
別
当
最
勝
院
」
と
あ
る
。
北
条
高
定
一
通
、
北
条

　
高
広
三
通
、
北
条
氏
直
家
臣
松
田
兵
衛
大
夫
奉
書
一
通
、
平
岩
親
吉
二
通
、
酒
井

　
重
忠
一
通
、
酒
井
忠
清
一
通
　
計
九
通

　
　
文
意
は
、
神
領
寄
進
、
諸
役
免
許
、
守
護
不
入
、
居
住
免
許
等
。

　
　
年
次
は
元
亀
二
年
か
ら
慶
安
二
年
に
及
ぶ
。

四
、
調
査
者
の
意
見

　
　
①
、
⑧
、
⑧
、
⑤
は
厩
橋
城
主
北
条
高
定
・
高
廣
父
子
の
在
城
年
次
の
確
証
と

　
し
て
、
＠
と
と
も
に
戦
国
末
期
の
厩
橋
の
動
静
を
証
す
る
貴
重
史
料
で
あ
る
。

　
　
た
だ
し
、
⑥
、
⑧
、
⑨
ほ
な
お
検
討
を
要
す
る
が
、
全
体
と
し
て
こ
の
期
の
史

　
料
が
少
な
い
の
で
一
応
一
括
指
定
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
。

①
当
地
厩
橋
　
八
幡
宮

　
御
神
領
亦
々
と
無
之
故

御
拝
殿
悉
破
泳
之
間
真

壁
三
清
寺
分
之
内
赤
城
之

御
神
領
泉
浄
寺
三
貫

文
之
財
今
度
進
峰
弥
於

御
神
前
武
運
長
久
之

御
祈
別
当
坊
頼
入
峰

御
世
間
御
一
統
之
上
者
赤
城

御
造
立
可
為
簡
要
弊
井

真
壁
八
幡
御
口
面
百
疋
之
敢

指
添
峰
両
赤
城
共
二

御
修
立
可
然
峰
為
後
日

一
筆
進
之
亦
者
也
循
如
件

　
　
　
　
　
　
北
條
下
総
守

元
亀
二
年

　
　
四
月
十
六
日
　
高
定
（
花
押
）

　
　
金
蓮
坊

　
　
　
　
　
参

ω
当
地
厩
橋
八
幡
宮
之

　
従
御
神
領
罷
出
峰
夫
伝

　
馬
宥
免
井
祭
例
之
砺

　
地
頭
人
之
策
配
不
可
有
之
峰

　
惣
而
諸
役
停
止
永
代
不
可
有

　
逡
乱
亦
条
別
当
家
武
運

　
長
久
之
御
祈
念
殊
社
頭
造

ハ
マ
マ
リ

　
栄
可
被
抽
丹
精
者
也
循
如
件

　
　
　
　
　
　
　
北
條
丹
後
守

元
亀
二
季
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四
月
＋
六
日

金
蓮
坊

　
　
　
参

高
廣
（
花
押
）

⑧
当
地
厩
橋
八
幡
宮

．
之
従
御
神
領
罷
出
峰

　
夫
伝
馬
井
祭
礼
之
刻

　
或
近
習
之
者
或
中

　
間
小
者
入
立
儀
不
可
有
之

　
之
旨
老
父
如
判
形
拙
者
も

　
証
文
進
道
峰
惣
而
諸
役

　
令
停
止
永
代
不
可
有
逡

　
犯
亦
別
武
運
長
久
之

　
御
祈
念
被
抽
丹
誠
敢
仰
泳

　
殊
社
頭
造
営
肝
要
峰
者
也

　
伍
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
毛
利
弥
五
郎

天
正
主
轟

　
　
　
　
八
月
十
六
日
　
　
高
廣

　
八
幡
別
当

　
　
　
最
勝
院

　
　
　
　
　
　
、
参

＠
於
当
寺
内
不
可

　
有
横
合
如
前
≧
無

　
相
違
可
被
致
居
住

　
旨
被
仰
出
者
也

（
花
押
）

伍
如
件

　
　
　
　
「

　
　
　
（
天
正
十
三
年
）

　
　
　
　
乙
酉

（
虎
印
）
二

九
月
十
六
日

⑤
毎
月
厩
橋
於
八
幡

　
宮
祈
念
無
退
転
可
被

　
勤
峰
然
間
御
供
面

　
八
貫
百
文
之
処
井
寺
内

　
共
二
如
前
≧
永
代
守
護

　
不
入
二
成
道
之
峰
弥
可
被

　
抽
精
誠
事
肝
要
峰
者
也

　
伍
如
件

天
正
＋
五
身

　
　
　
七
月
十
八
日
　
高
廣

　
　
　
　
八
幡
房

　
　
　
　
　
　
　
参

一
　
　
　
　
奉
之

松
田
兵
術
大
夫

（
黒
印
）

⑥
当
地
八
幡
宮
御
神
領
「

　
任
国
法
難
令
役
取
峰

　
御
供
面
少
御
寄
進
申
峰

　
田
畑
高
辻
拾
五
石
井

　
寺
家
門
前
共
二
諸
役

　
令
免
許
亦
已
上

　
　
　
　
　
　
　
平
岩
七
之
助

天
正
＋
九
梓

　
　
　
　
夢
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ー
、
、
－
、

　
　
二
月
＋
五
日

八
幡
別
当

　
　
最
勝
院
．

親
吉
（
花
押
）

c
わ

　
　
　
以
上

　
遠
路
故
無
音

　
令
申
泳
循
御
八
幡
へ

　
当
正
月
同
八
月

　
為
参
銭
銀
子

　
壱
枚
進
之
亦

　
恐
々
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
平
岩
主
計
頭

　
　
九
月
三
日
　
親
吉
（
花
押
）

　
厩
橋

　
　
　
八
幡
別
当

　
　
　
　
　
　
　
御
内
衆
中

⑧
当
地
八
幡
宮
御

　
神
領
天
川
原
ち
瓦
ふ

　
分
両
郷
二
て
高
辻

　
拾
五
石
井
寺
家

　
門
前
諸
役
被
免

　
許
峰
已
上

　
　
　
　
　
　
　
酒
井
雅
楽
介

慶
長
七
年
刀

　
極
月
廿
六
日
　
　
（
黒
印
）

八
幡
別
当

　
　
　
最
勝
院

ゆ
　
　
　
　
覚

　
　
　
　
マ
マ
ロ

　
上
州
郡
馬
郡
前
橋
神
宮
寺
八
幡
領

　
　
　
　
だ
　
ロ

　
高
拾
五
石
者
天
川
原
之
内
九
石
代
田
村
之
内
六
石

　
従
前
々
社
納
仕
来
峰
井
寺
社
内
門
前
山

　
林
竹
木
等
至
迫
我
等
拝
領
之
地
高
之
外

　
候
間
弥
以
無
相
逡
可
致
社
納
候
於

　
神
前
抽
精
誠
可
令
祈
蒔
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
橋
侍
従
源
朝
臣

慶
安
晶
暦
正
旱
九
日
酒
井
河
内
守
忠
清
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
前
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
宮
寺

重
要
文
化
財
　
前
橋
舐
園
祭
礼
絵
巻
　
二
巻

（
山
田
　
武
麿
）

一
、
所
在
地
　
前
橋
市
大
手
町
二
丁
目
七
番
二
号
（
市
立
図
書
館
）

二
、
所
有
者
　
前
橋
市

三
、
現
　
状

　
　
前
橋
市
立
図
書
館
に
お
い
て
収
納
箱
と
も
に
、
貴
重
本
扱
い
で
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　
　
絵
巻
は
ω
宝
暦
三
年
銘
と
吻
文
政
十
一
年
銘
と
二
巻
あ
る
。

　
　
ω
は
巻
首
に
「
上
野
国
前
橋
御
城
下
町
祇
園
祭
礼
絵
図
」
と
あ
り
、
縦
三
五
セ

　
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
十
二
・
七
五
メ
ー
ト
ル
。
筆
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
牛
頭

　
天
王
の
神
事
行
列
を
、
露
払
い
以
下
各
町
の
飾
屋
台
を
五
二
の
図
面
に
わ
た
っ
て

　
彩
色
で
画
か
れ
て
い
る
。

　
　
祇
園
祭
礼
の
起
源
は
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
酒
井
氏
の
入
封
ご
ろ
に
は
定
例

　
化
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
少
く
と
も
正
徳
六
年
に
は
徴
証
が
あ
り
、
は
じ

　
め
は
本
町
と
連
雀
町
二
町
で
行
っ
て
い
た
が
、
酒
井
氏
の
末
期
、
全
町
が
参
加
す

｝
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る
よ
う
に
な
づ
た
。

　
　
祭
日
は
、
松
平
氏
入
封
直
後
は
六
月
十
八
・
九
日
で
あ
っ
た
が
、
翌
宝
延
四
年

　
以
降
八
月
十
八
・
九
日
と
な
り
、
つ
い
で
川
越
移
城
の
翌
々
明
和
六
年
以
降
六
月

　
に
復
し
て
幕
末
に
至
っ
て
い
る
。
途
中
、
町
の
衰
微
の
た
め
、
広
瀬
川
北
五
町
が

　
脱
落
し
た
こ
と
も
あ
り
、
慶
応
年
間
に
は
飾
屋
台
も
減
っ
た
ら
し
い
が
、
そ
の
終

末
は
不
明
。

　
　
㈲
文
政
十
一
年
の
祇
園
絵
巻
は
縦
二
十
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
九
・
七
五

　
メ
ー
ト
ル
、
冒
頭
に
「
文
政
十
一
戊
子
年
六
月
十
八
日
前
橋
祇
園
祭
礼
之
図
」
と

　
あ
る
。
前
者
同
様
筆
者
不
明
で
あ
る
。
前
者
の
檀
紙
に
対
し
美
濃
紙
を
用
い
て
お

　
り
、
画
風
は
や
や
戯
画
風
で
異
な
る
が
、
飾
物
な
ど
は
よ
り
精
密
で
あ
り
、
両
者

　
と
も
に
特
長
が
あ
る
。

六
、
調
査
者
の
意
見

　
　
前
橋
城
下
町
の
町
人
衆
の
生
活
に
関
す
る
文
献
は
極
め
て
少
な
い
な
か
で
、
本

　
絵
巻
二
巻
は
紀
年
も
明
確
で
、
城
下
町
の
主
要
行
事
を
彩
色
精
密
に
画
き
、
服
飾

　
史
の
う
え
か
ら
も
貴
重
で
あ
る
。

二
、

昭
和
五
十
年
度
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
報

　
　
　
な
ら
び
に
補
修
事
業
報
告

芳
賀
西
部
工
業
団
地
遺
跡

所
在
地
　
前
橋
市
鳥
取
町
字
倉
本
木
一
七
一
　
他
一
〇
三
筆
一

　
　
　
　
　
　
　
五
代
町
高
橋
九
他
一
筆

　
　
　
　
　
　
　
小
神
明
町
字
五
反
田
七
四
〇
　
他
六
二
筆

調
査
年
月
日
　
昭
和
五
〇
年
五
月
八
日
～
七
月
三
一
日
（
第
一
次
）

　
　
　
　
　
　
昭
和
五
〇
年
九
月
八
日
～
二
一
月
二
四
日
（
第
二
次
）

　
発
掘
調
査
の
結
果
発
見
さ
れ
た
遺
構
、
遺
物
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
縄
文
住
居
跡
七
、
ピ
ッ
ト
六
、
配
石
遺
構
三
、
弥
生
ピ
ッ
ト
一
、
古
墳
三
一
、
埴

輪
棺
直
葬
墓
一
、
方
形
ピ
ッ
ト
一
、
溝
四
、
性
格
不
明
遺
構
二
三
、
井
戸
六
・
縄
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

式
土
器
片
、
石
器
等
コ
ン
テ
ナ
ー
バ
ッ
ト
五
〇
箱
・
弥
生
式
土
器
片
若
干
．
埴
輪

片
、
土
師
器
等
コ
ン
テ
ナ
ー
バ
ッ
ト
八
○
箱
・
管
玉
三
、
勾
玉
二
、
金
環
二
、
直
刀

一
、
刀
子
二
、
鉄
鎌
六
、
板
碑

　
遺
構
の
在
り
方
は
、
四
ケ
所
に
大
別
出
来
る
。

③
中
央
部
南
端
付
近
、
⑤
西
端
部
や
や
中
央
付
近
、
＠
中
央
部
北
端
付
近
、
⑥
東
南

部
と
な
り
、
位
置
に
よ
り
遺
構
が
異
な
っ
て
い
る
。
＠
に
は
溝
と
性
格
不
明
遺
構
、

⑤
に
は
古
墳
一
、
◎
は
縄
文
関
係
、
⑥
は
古
墳
を
中
心
と
し
た
全
て
の
遺
構
と
な

り
、
本
遺
跡
の
中
心
で
あ
る
。

　
本
遺
跡
の
特
色
及
び
問
題
点
を
述
べ
て
み
る
と
、
左
記
の
よ
う
に
な
る
。

　
縄
文
関
係
は
、
①
全
て
縄
文
前
期
前
半
に
属
し
、
前
期
住
居
跡
群
と
し
て
、
こ
れ

だ
け
多
く
調
査
さ
れ
た
例
は
、
県
内
で
初
め
て
で
あ
る
。
②
住
居
平
面
形
は
、
方
形

な
い
し
長
方
形
で
あ
り
、
埋
設
土
器
を
伴
っ
た
石
囲
炉
を
も
つ
も
の
一
、
他
は
床
面

に
焼
土
が
少
々
あ
る
程
度
で
あ
る
。
⑧
住
居
跡
等
が
あ
る
位
置
は
他
よ
り
わ
ず
か
に

高
く
な
り
、
そ
れ
が
遺
構
を
構
築
し
た
原
因
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
後
は
、
生
活
の

場
と
し
て
使
用
し
た
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
弥
生
の
ピ
ッ
ト
は
、
④
径
皿
糀
、
深
さ
㏄
侃
の
円
形
で
、
縄
文
を
施
文
し
、
口
縁

に
刻
み
目
を
も
つ
薄
手
の
弥
生
式
土
器
を
伴
っ
て
い
る
。
⑤
他
に
全
く
弥
生
関
係
の

も
の
は
な
く
、
そ
の
在
り
方
に
類
例
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
古
墳
は
、
⑥
一
例
を
除
ぎ
、
全
て
集
中
し
て
お
り
、
周
濠
を
も
つ
も
の
と
、
も
た

な
い
も
の
に
分
け
ら
れ
る
。
⑦
周
濠
を
も
つ
も
の
は
、
周
濠
内
に
F
P
（
七
世
紀
初

の
榛
名
山
ニ
ッ
岳
の
軽
石
よ
り
古
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
榛
名
山
ニ
ッ
岳
軽
石
）
の

堆
積
の
あ
る
も
の
、
な
い
も
の
が
あ
る
。
⑧
F
P
下
の
埋
土
の
厚
さ
が
古
墳
に
よ
り

異
な
る
。
⑨
周
濠
は
切
り
合
い
が
な
く
、
隣
接
す
る
も
の
は
、
新
し
く
築
か
れ
た
も

の
の
方
が
形
と
規
模
を
か
え
る
な
ど
、
前
に
築
か
れ
た
も
の
を
意
識
し
た
傾
向
が
み

ら
れ
る
。
⑦
、
⑧
と
あ
わ
せ
、
前
後
関
係
を
知
る
良
い
資
料
と
な
る
。
⑩
墳
丘
を
も
つ

も
、
の
は
な
く
、
現
状
の
古
墳
直
上
に
は
、
芳
賀
北
部
団
地
遺
跡
の
住
居
を
埋
め
た
土

〈
F
P
（
七
世
紀
初
の
榛
名
山
二
つ
岳
軽
石
）
と
C
ス
コ
リ
ア
ー
（
浅
間
山
四
世
紀

初
の
浮
石
）
を
含
む
黒
色
土
〉
と
類
似
し
た
土
層
が
堆
積
し
て
い
る
。
⑪
周
濠
を
も

｝
稔
｝



た
な
い
古
墳
は
二
基
で
あ
り
、
籍
式
状
の
竪
穴
石
櫛
を
も
つ
σ
⑫
こ
れ
ら
の
古
墳
も

墳
丘
は
も
た
ず
、
周
濠
の
切
り
込
み
面
（
浮
石
を
含
ま
な
い
黒
褐
色
土
）
と
同
じ
面

に
構
築
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
周
濠
に
か
か
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
面
は
、
縄
文

関
係
遺
構
の
構
築
面
と
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
⑬
埴
輪
棺
も
⑫
と
同
様
で
あ
る
。
⑭

周
濠
を
も
つ
古
墳
は
⑨
に
よ
り
同
一
族
と
思
わ
れ
、
祖
先
を
敬
う
気
持
ち
が
強
く
、

墓
を
大
切
に
扱
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
⑮
、
⑩
⑫
⑬
よ
り
少
な
く
と
も
奈
良
時
代
以

前
に
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
古
墳
を
平
夷
し
、
他
の
目
的
に
土
地
を
利
用
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
、
溝
と
結
び
つ
く
か
否
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
し
か
し
、

平
夷
し
た
人
々
は
、
周
濠
あ
る
古
墳
を
つ
く
っ
た
人
と
は
別
の
族
と
考
え
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
か
。
⑯
平
夷
し
た
人
々
に
関
係
あ
る
者
が
、
周
濠
の
な
い
古
墳
を
つ
く
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
⑰
周
濠
を
も
つ
古
墳
を
構
築
し
た
人
々
、
古
墳
を
平
夷
し
た
人
々
の

生
活
の
場
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
土
地
利
用
の
関
係
が
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

　
⑱
性
格
不
明
遺
構
は
、
ω
横
穴
式
古
墳
の
石
室
の
よ
う
な
平
面
形
を
も
つ
地
下
式

墓
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
も
の
、
＠
方
形
プ
ラ
ン
を
有
す
る
も
の
、
の
円
形
プ
ラ
ン
を

有
す
る
も
の
、
⑬
長
楕
円
形
を
有
す
る
も
の
の
四
種
に
分
類
出
来
る
。
⑲
い
ず
れ
の

も
の
も
、
F
P
と
B
ス
コ
リ
ア
ー
（
浅
間
山
、
鎌
倉
時
代
の
浮
石
）
を
含
む
土
層
が

認
め
ら
れ
る
。
⑳
＠
に
属
す
る
も
の
の
一
遺
構
か
ら
板
碑
が
出
土
し
て
い
る
。
⑳
、

⑲
⑳
よ
り
中
世
～
近
世
に
か
け
て
の
遺
構
で
あ
ろ
う
。

　
⑫
井
戸
は
径
一
～
ニ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
円
型
素
掘
り
の
も
の
で
あ
る
。
全
て
石
を

な
げ
込
ん
で
埋
め
て
あ
り
、
意
識
し
て
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
⑳
井
戸
を
埋

め
て
い
る
土
層
は
、
B
ス
コ
リ
ア
ー
、
A
ス
コ
リ
ア
ー
（
浅
間
山
天
明
三
年
の
浮
石
）

が
含
ま
れ
て
お
り
、
付
近
に
は
小
石
を
集
め
た
地
形
の
跡
と
見
ら
れ
る
も
の
も
あ

り
、
近
世
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

蛇
穴
山
古
墳

一
、
遺
跡
名

二
、
所
在
地

蛇
穴
山
古
墳
（
上
毛
古
墳
綜
覧
　
総
社
町
第
八
号
墳
）

前
橋
市
総
社
町
総
社
一
五
八
七
の
二
番
地

三
、
土
地
所
有
者
　
前
橋
市
（
市
長
　
石
井
繁
丸
）

四
、
現
状
　
墳
丘
は
総
社
小
学
校
校
庭
の
南
端
に
接
し
て
あ
り
、
東
西
約
三
一
倣
、

　
南
北
約
三
四
備
、
高
さ
約
四
糀
で
あ
る
。
墳
丘
の
東
は
プ
ー
ル
が
接
し
、
北
は
墳

　
丘
の
裾
が
二
～
三
段
の
石
垣
で
境
さ
れ
て
校
庭
と
な
っ
て
い
る
。
西
は
小
径
を
隔

　
て
幼
稚
園
の
敷
地
と
な
り
、
南
は
幅
約
一
〇
鵬
の
空
地
が
あ
り
、
用
水
堀
、
人
家

　
と
続
い
て
い
る
。

　
　
墳
丘
上
に
は
、
か
っ
て
奉
安
殿
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
墳
丘
の

　
北
側
に
は
中
段
が
巾
約
五
糀
で
も
う
け
ら
れ
、
そ
こ
に
は
二
三
夜
塔
二
基
が
置
か

　
れ
て
い
る
。

　
　
周
濠
は
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
墳
丘
の
形
状
が
変
形
す
る
ほ
ど
の
状
態

　
で
あ
り
、
現
状
で
は
面
影
も
な
い
。

　
　
内
部
主
体
は
立
派
な
石
室
で
あ
る
が
、
早
く
開
口
さ
れ
、
寛
文
年
間
に
刻
ま
れ

　
た
蛇
の
図
と
銘
が
あ
る
。

五
、
発
掘
調
査
に
い
た
る
ま
で
の
経
過

　
　
こ
の
古
墳
は
昭
和
四
九
年
二
一
月
二
三
日
に
国
指
定
史
跡
と
な
り
、
昭
和
五
〇

　
年
度
文
化
財
保
存
事
業
費
の
国
庫
補
助
金
を
得
て
、
整
備
事
業
と
発
掘
調
査
が
実

　
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
発
掘
調
査
は
環
境
整
備
事
業
に
先
だ
っ

　
て
実
施
し
、
墳
丘
基
部
、
前
庭
部
等
の
調
査
を
行
な
い
、
整
備
の
根
拠
を
得
る
こ

　
と
を
目
的
と
し
た
。

　
　
調
査
は
前
橋
市
教
育
委
員
会
が
主
体
と
な
り
、
社
会
教
育
課
文
化
財
保
護
係
全

　
員
が
担
当
者
と
な
り
、
群
馬
大
学
歴
史
研
究
部
の
卒
業
生
と
学
生
お
よ
び
前
橋
工

　
業
高
等
学
校
郷
土
部
の
先
生
と
生
徒
等
の
参
加
を
得
て
、
昭
和
五
〇
年
八
月
一

　
日
～
八
月
一
六
日
に
実
施
し
た
。

六
、
調
査
お
よ
び
そ
の
結
果

　
　
調
査
の
内
容
は
石
室
内
の
床
面
確
認
と
前
庭
部
・
墳
丘
基
部
の
確
認
の
た
め
の

　
発
掘
と
で
あ
っ
た
。

　
ω
　
石
室
内
床
面
確
認
調
査

　
　
　
石
室
は
横
穴
式
石
室
の
両
袖
型
で
玄
門
を
持
っ
て
い
る
。
今
回
は
こ
の
床
面

［
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を
確
認
す
る
作
業
を
行
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
石
敷
の
状
態
、
玄
室
内
壁
面
の

漆
喰
の
痕
跡
、
天
井
高
、
平
面
形
の
計
測
値
等
か
ら
玄
門
梱
石
の
上
面
と
同
一

面
が
当
初
の
床
面
と
推
定
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
玄
室
の
天
井
の
高
さ
お
よ
び

平
面
形
の
計
測
値
は
梱
石
の
面
を
基
準
と
し
て
計
測
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ

る。
天
井
高
は
左
壁
入
口
部
一
八
五
側
、
左
壁
奥
一
八
三
側
、
右
壁
入
口
部
一
八

O
側
、
右
壁
奥
一
八
五
側
、
奥
壁
中
央
一
八
一
仰
と
な
っ
て
い
る
o

平
面
形
は
長
さ
左
壁
二
一

O
O
側
、
右
壁
三

0
0
4
奥
巾
二
六
一
問
、
前
巾

一
一
五
七
仰
で
あ
る
o

玄
門
部
は
長
さ
右
壁
四
四
師
、
左
壁
四
九
師
、
中
央
最
大

長
五

O
側
、
奥
巾
九

O
側
、
前
巾
八

O
側
、
高
さ
一
一
三
聞
で
あ
る
。

な
お
、
玄
門
の
上
の
石
は
楯
石
状
で
、
そ
こ
に
は
骨
髄
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
切

り
込
み
が
あ
り
、
相
石
か
ら
こ
の
切
り
込
み
ま
で
の
高
さ
は
一
五

o
m
で
あ

る。
こ
れ
ら
の
数
値
は
唐
尺
三

O
仰
を
一
尺
と
し
た
場
合
、
非
常
に
す
っ
き
り
と

換
尺
さ
れ
る
数
値
が
多
い
点
に
注
目
さ
れ
る
。

倒
前
庭
部
の
調
査

玄
門
の
前
に
は
前
庭
が
あ
る
o

前
庭
の
平
面
形
は
短
形
と
台
形
と
の
合
わ
さ

っ
た
形
で
あ
る
玄
門
、
が
外
側
で
巾
を
ひ
ろ
げ
た
と
こ
ろ
に
短
形
が
あ
り
、
矩
形

の
前
方
が
巾
を
ひ
ろ
げ
台
形
の
上
辺
に
な
り
、
前
方
に
広
が
っ
て
台
形
の
下
辺

に
な
っ
て
い
る
o

こ
の
矩
形
部
分
の
全
面
と
台
形
部
分
の
ご
く
一
部
に
石
敷
き

が
あ
る
。

矩
形
部
分
は
長
さ
左
壁
一

O
七
側
、
右
壁
一

O
七
師
、
中
央
一

O
五
師
、
奥

巾
一
五
六
竹
中
央
巾
一
五
七
側
、
前
巾
一
五
七
師
、
台
形
部
分
は
上
辺
二
一

二
明
、
左
辺
四
四
五
側
、
右
壁
四
四
二
冊
、
下
辺
六
三

O
側
、
上
辺
・
下
辺
の

長
さ
三
九

O
仰
で
あ
る
。

制
墳
丘
部
の
調
査

墳
丘
基
部
の
調
査
は
石
室
前
の
墳
丘
南
側
に
三
個
所
と
墳
丘
北
側
に
三
個
所
と

の
合
計
六
個
所
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
。
そ
の
結
果
、
南
側
・
北
側
と
も
葺

石
の
根
石
を
確
認
し
た
。
そ
れ
ら
の
根
石
は
南
・
北
側
と
も
直
線
を
な
し
、
ほ

ぼ
平
行
で
、
そ
の
聞
の
長
さ
は
三
九
悦
で
あ
る
o

北
西
隅
の
ト
レ
ン
チ
で
は
葺

石
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
北
西
隅
と
推
定
さ
れ
る
基
部
ロ

1
ム
の
角
を
確

認
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
確
認
さ
れ
た
葺
石
の
外
側
は
周
濠
と
見
ら
れ
る
o

七
、
調
査
団
の
意
見

①
石
室
床
面
は
梱
石
の
面
と
同
一
の
高
さ
の
面
が
当
初
の
床
面
と
推
定
さ
れ

る。

⑧
石
室
平
面
形
あ
る
い
は
高
さ
等
の
計
測
値
は
一
尺
を
三

O
仰
と
し
た
場
合
、

非
常
に
誤
差
の
少
な
い
換
尺
値
が
得
ら
れ
る
が
、
玄
室
巾
二
六

O
仰
の
換
尺
値

は
見
ら
れ
な
い
。
同
尺
は
二
五
九
・
八
仰
で
二
六

O
m
に
合
う
が
一
向
仰
の
使
用

が
問
題
で
あ
る
o

⑥
前
庭
の
台
形
部
分
に
お
い
て
も
一
尺
を
三

O
m
と
し
た
場
合
上
辺
七

O
尺、

下
辺
二
一

O
尺
、
上
辺
・
下
辺
の
長
さ
一
三

O
尺
と
誤
差
の
少
な
い
換
尺
値
が

み
ら
れ
る
。

④
墳
丘
の
東
西
の
長
さ
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
南
北
の
長
さ
よ
り
一
辺
三

九
恨
の
方
墳
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
外
側
に
は
周
濠
を
有
し
て
い
た
。

山

王

廃

寺

跡

一
、
所
在
地
前
橋
市
総
社
町
総
社
昌
楽
寺
巡
り
地
内

二
、
発
掘
地
と
そ
の
土
地
所
有
者

前
橋
市
総
社
町
総
社

前
橋
市
総
社
町
総
社
昌
楽
寺
巡
り
村
北

コ
一
、
調
査
期
間

昭
和
五
十
年
八
月
十
八
日
J
八
月
三
十
一
日

目
、
調
査
に
至
る
ま
で
の
経
過

昭
和
四
十
九
・
五
十
年
度
の
二
カ
年
に
わ
た
っ
て
、
本
遺
跡
推
定
寺
域
を
含
む
山

王
地
区
一
帯
の
土
地
改
良
事
業
が
計
画
さ
れ
た
o

そ
の
た
め
、
四
十
九
年
度
に
、
山

_) 
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王
廃
寺
発
掘
調
査
団
が
組
織
さ
れ
、
事
前
調
査
を
行
な
う
運
び
と
な
っ
た
。
こ
れ
は

遺
跡
保
存
対
策
を
た
て
る
資
料
を
得
よ
う
と
す
る
た
め
の
寺
域
調
査
で
あ
っ
た
。

　
調
査
の
結
果
、
心
礎
の
北
約
百
二
十
メ
ー
ト
ル
の
地
に
掘
立
柱
建
築
遺
構
の
一
部

を
発
見
す
る
と
と
も
に
、
北
東
の
方
向
に
お
い
て
も
、
北
百
メ
ー
ト
ル
東
九
十
メ
ー

ト
ル
付
近
で
金
箔
付
炭
化
物
（
仏
像
の
一
部
と
推
定
等
を
検
出
し
、
寺
域
は
、
少
な

く
と
も
、
心
礎
か
ら
北
亘
．
一
十
メ
ー
ト
ル
、
東
百
メ
ー
ト
ル
の
ラ
イ
ン
ま
で
及
ん

で
い
る
と
判
断
が
下
さ
れ
た
。
一
方
、
心
礎
の
南
や
西
の
方
向
で
は
、
多
数
の
住
居

跡
を
発
掘
し
た
も
の
の
直
接
寺
院
に
か
か
わ
る
遺
構
は
検
出
し
得
な
い
で
終
わ
っ

た
。　
調
査
後
、
推
定
寺
域
南
限
・
西
限
付
近
ま
で
山
王
地
区
南
部
一
帯
の
土
地
改
良
が

実
施
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
組
織
的
な
開
発
行
為
、
な
ら
び
に
、
旧
来
よ
り
徐
々
に
進
行
し
て
い

る
宅
地
化
は
、
か
ね
て
か
ら
重
要
視
さ
れ
て
い
る
本
遺
跡
の
解
明
・
保
存
を
ま
す
ま

す
困
難
に
し
つ
つ
あ
る
。

　
昭
和
五
十
年
度
に
お
い
て
、
本
遺
跡
の
こ
う
し
た
状
況
は
、
国
・
県
も
緊
急
調
査

の
必
要
を
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
よ
っ
て
、
国
庫
な
ら
び
に
県
費
の
補
助
を
得

て
前
橋
市
教
育
委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て
発
掘
調
査
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。

五
、
調
査
の
概
要
及
び
結
果

　
本
年
度
の
選
地
個
所
は
、
心
礎
の
北
五
十
メ
ー
ト
ル
、
東
五
十
メ
ー
ト
ル
付
近
の

宅
地
及
び
畑
地
で
あ
る
心
礎
の
北
四
十
メ
ー
ト
ル
、
東
三
十
メ
ー
ト
ル
の
地
に
は

二
、
三
個
の
礎
石
の
存
在
が
知
ら
れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
有
力
な
建
築
遺
構
が
あ
る

と
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
建
築
遺
構
を
追
う
手
は
じ
め
と
し
て
前
記
の
地
．
を
選
ん

だ
。
ま
ず
、
こ
の
よ
う
な
有
力
な
遺
構
を
明
ら
か
に
し
て
、
寺
域
・
寺
の
規
模
・
性

格
を
究
明
す
る
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
が
よ
り
効
果
的
で
あ
ろ
う
と
い
う
判
断
が
な

さ
れ
た
。

　
発
掘
区
に
は
便
宜
的
に
A
～
F
の
ト
レ
ン
チ
名
を
つ
け
た
っ
以
下
各
ト
レ
ン
チ
の

概
略
を
述
べ
る
。

　
A
ト
レ
ン
チ
ー
掘
立
柱
建
築
遺
構
の
柱
穴
と
み
ら
れ
る
長
方
形
の
ピ
ッ
ト
、
一

一
一
・
五
セ
ン
チ
×
八
六
セ
ン
チ
。
土
師
器
腕
を
出
土
し
た
円
形
の
ピ
ッ
ト
七
ニ
セ

ン
チ
×
五
七
セ
ン
チ
。
ほ
か
に
も
ピ
ッ
ト
が
発
見
さ
れ
た
。

　
B
ト
レ
ン
チ
ー
ト
一
号
、
二
号
の
重
複
し
た
住
居
跡
の
一
部
が
発
見
さ
れ
た
。
一

号
は
北
西
コ
ー
ナ
と
柱
穴
一
個
、
二
号
は
西
壁
の
一
部
が
み
え
、
一
号
の
柱
穴
は
四

九
セ
ン
チ
×
五
六
セ
ン
チ
で
あ
る
。
」
号
は
二
号
よ
り
古
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ

の
ほ
か
東
西
に
伸
び
る
瓦
片
の
堆
積
、
変
形
の
大
き
な
ピ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
C
ト
レ
ン
チ
ー
三
号
住
居
跡
北
東
の
コ
ー
ナ
ー
。

　
　
　
　
　
　
　
　
埋
め
土
か
ら
は
土
師
器
圷
・
瓦
片
等
が
出
土
し
た
。

　
D
ト
レ
ン
チ
ー
柱
穴
ら
し
き
ピ
ッ
ト
三
個

　
E
ト
レ
ン
チ
ー
柱
穴
ら
し
き
ピ
ッ
ト
三
個

　
F
ト
レ
ン
チ
ー
柱
穴
ら
し
き
ピ
ッ
ト
四
個
。
重
複
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
完
全
で
一
〇
〇
セ
ン
チ
×
七
九
セ
ン
チ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
長
方
形
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
ト
レ
ン
チ
か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
約
四
十
箱
分
で
、

大
半
が
瓦
で
あ
る
。
大
別
し
て
記
す
る
と
、
瓦
類
（
軒
丸
瓦
片
、
重
弧
文
軒
平
瓦

片
、
丸
瓦
片
、
平
瓦
片
…
…
文
字
瓦
片
数
点
を
含
む
…
…
等
）
、
土
器
類
（
土
師
器

（
お
も
に
圷
）
、
須
恵
器
、
二
彩
片
、
緑
粕
陶
器
片
、
灰
紬
陶
器
片
）
、
鉄
製
品
（
鉄

釘
三
点
及
び
鉄
澤
）
、
石
製
品
（
砥
石
？
・
臼
玉
）
な
ど
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
遺
構
・
遺
物
を
合
わ
せ
考
え
て
み
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
ω
掘
立
柱
建
築
遺
構
の
柱
穴
と
も
み
ら
れ
る
ピ
ッ
ト
が
い
く
つ
か
発
見
さ
れ
た

が
、
発
掘
面
積
が
狭
く
相
互
の
関
連
的
な
把
握
や
面
と
し
て
の
広
が
り
を
見
い
出
す

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
何
ら
か
の
建
築
遺
構
の
存
在
が
推
察
さ
れ
る
。

　
㈲
塔
祉
か
ら
五
～
六
十
メ
ー
ト
ル
で
、
確
実
に
寺
域
内
と
考
え
ら
れ
て
き
た
所
に

三
戸
の
住
居
跡
が
発
見
さ
れ
た
。
住
居
跡
の
時
期
の
検
討
を
行
な
い
、
寺
院
の
あ
っ

た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
七
・
八
世
紀
の
年
代
と
の
前
後
関
係
を
追
求
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
れ
に
よ
り
。
寺
域
や
こ
の
地
の
変
遷
を
知
る
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
か
も
知

れ
な
い
。

　
㈲
今
後
、
中
心
伽
藍
の
礎
石
群
を
発
掘
し
、
柱
穴
ら
し
い
ピ
ッ
ト
と
の
関
連
を
検
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討
す
る
中
で
、
こ
れ
ら
の
性
格
を
究
明
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

県
指
定
史
跡
上
泉
郷
倉
補
修
工
事

　
郷
倉
は
江
戸
時
代
、
各
村
に
設
置
さ
れ
た
公
的
な
穀
倉
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
中

期
以
降
備
荒
貯
蓄
と
し
て
の
倉
の
性
格
を
強
め
、
享
保
の
飢
鐘
後
全
国
的
に
普
及

し
、
寛
政
の
改
革
に
お
い
て
整
備
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
江
戸
幕

府
は
天
領
に
対
し
て
天
明
六
年
（
一
七
八
六
年
）
社
倉
法
を
定
め
、
備
荒
貯
蓄
の
た

め
の
郷
倉
を
設
置
さ
せ
た
。
こ
れ
に
な
ら
っ
て
前
橋
藩
で
も
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇

年
）
以
来
、
領
内
各
村
に
対
し
て
収
穫
の
一
部
を
貯
え
、
飢
饅
に
そ
な
え
る
た
め
郷

倉
の
建
設
を
奨
励
し
た
。
前
橋
市
上
泉
町
字
宿
二
四
〇
に
所
在
す
る
上
泉
郷
倉

は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
背
景
か
ら
誕
生
し
た
も
の
で
、
そ
の
棟
札
か
ら
寛
政
八
年

（
一
七
九
六
年
）
四
月
に
旧
向
町
の
大
工
棟
梁
孫
市
ら
の
手
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
事

が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
年
）
に
萱
葺
か
ら
瓦
に
葺
ぎ

か
え
ら
れ
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
年
）
に
は
、
壁
修
膳
と
間
仕
切
り
の
造
作
が

な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
よ
く
旧
態
を
留
め
、
間
口
八
間
、
奥
行
三
間
と
規
模
も
大
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

く
、
さ
ら
に
村
の
様
子
を
知
る
上
で
貴
重
な
古
文
書
が
多
く
保
管
さ
れ
て
い
る
事
か

ら
、
昭
和
二
十
六
年
六
月
に
県
指
定
史
跡
と
な
っ
た
。

　
指
定
後
、
県
費
補
助
事
業
と
し
て
、
昭
和
三
十
六
年
、
昭
和
四
十
三
年
の
二
度
に

わ
た
り
、
柱
の
取
り
替
え
を
含
む
壁
の
修
理
等
が
な
さ
れ
現
在
に
至
っ
た
。
し
か

し
、
南
壁
（
正
面
）
お
よ
び
西
壁
の
い
た
み
は
ひ
ど
く
、
昭
和
五
十
年
度
の
県
費
補

助
事
業
と
し
て
、
昭
和
五
十
年
十
二
月
三
日
か
ら
五
十
一
年
二
月
十
二
日
ま
で
の
約

七
十
二
日
間
に
わ
た
り
そ
の
補
修
工
事
が
実
施
さ
れ
、
西
の
妻
の
合
掌
材
の
一
部
、

束
、
柱
七
本
、
お
よ
び
桁
の
一
部
を
新
材
に
替
え
、
西
お
よ
び
南
の
旧
壁
を
取
り
こ

わ
し
、
壁
が
塗
り
直
さ
れ
た
。
郷
倉
の
構
造
と
計
測
値
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
で
あ

る
○
　
本
郷
倉
は
妻
を
東
西
に
向
け
、
間
口
一
四
米
五
四
糎
（
八
間
）
、
奥
行
五
米
四
五

糎
（
三
間
）
瓦
葺
の
荒
壁
で
仕
上
げ
た
切
妻
造
り
の
土
蔵
で
あ
る
。
入
口
は
南
面
す

る
平
の
中
央
に
両
開
き
の
扉
を
も
ち
、
扉
に
連
な
る
左
右
の
壁
の
中
央
に
横
九
〇

糎
×
縦
六
五
糎
の
鉄
格
子
の
窓
を
有
し
て
い
る
。
材
は
荒
野
地
に
竹
が
用
い
ら
れ
て

い
る
外
は
、
す
べ
て
杉
材
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
野
石
基
礎
の
地
形
に
十
二
糎
（
四

寸
）
角
の
土
台
が
走
り
、
そ
の
上
に
角
の
柱
が
二
一
八
糎
の
高
さ
に
立
っ
て
い
る
。

柱
は
心
々
九
〇
・
九
糎
（
三
尺
）
の
間
隔
に
妻
側
に
七
本
、
平
側
南
壁
十
六
本
、
北

壁
十
七
本
の
合
計
四
十
七
本
用
い
ら
れ
て
い
る
。
柱
に
は
四
段
の
ぬ
き
板
を
通
し
、

く
さ
び
で
固
定
し
て
い
る
。
柱
の
う
ち
特
に
隅
柱
は
平
側
五
寸
、
妻
側
四
・
五
寸
を

と
り
、
妻
側
へ
の
ゆ
が
み
を
お
さ
え
て
い
る
。
何
回
か
の
補
修
で
各
壁
の
様
子
は
異

な
る
が
、
旧
態
を
よ
く
留
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
南
壁
東
半
の
木
舞
は
、
横
は
一

五
・
一
五
糎
（
五
寸
）
間
隔
で
、
縦
は
二
二
・
七
五
糎
間
隔
（
三
尺
巾
に
五
本
の
割

合
）
で
か
か
れ
て
い
る
。
特
に
横
の
木
舞
は
隅
柱
と
一
間
お
ぎ
の
柱
で
は
、
二
本
お

き
に
木
栓
で
受
け
ら
れ
固
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
木
栓
で
受
け
た
部
分
は
柱
に
刻

み
を
入
れ
て
落
し
込
ん
だ
間
渡
し
竹
と
で
二
重
に
な
っ
て
い
る
。
南
壁
の
西
半
お
よ

び
妻
側
の
西
壁
で
は
や
や
異
っ
た
状
態
を
み
せ
て
い
る
。
新
し
い
と
思
わ
れ
る
南
壁

西
半
は
全
て
の
柱
に
刻
ま
れ
た
か
き
こ
み
で
受
け
て
い
る
。
一
方
妻
と
な
る
西
壁
で

は
、
高
さ
三
六
四
糎
の
棟
持
ち
柱
を
中
心
に
七
本
の
柱
か
ら
な
り
、
合
掌
は
二
重
ば

り
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
の
木
舞
は
、
隅
柱
と
棟
持
ち
柱
は
横
の
木
舞
の

全
て
を
刻
み
に
よ
る
か
ぎ
こ
み
で
受
け
、
残
り
四
本
の
柱
は
南
壁
東
半
同
様
二
本
お

き
に
木
栓
で
受
け
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
木
舞
下
地
の
上
に
、
荒
塗
、
下
げ
縄
を

伴
う
中
塗
り
、
砂
摺
り
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
内
側
は
ぬ
き
板
お
よ
び
柱
を
出
し
た
状
態

で
約
三
〇
糎
（
一
尺
）
の
厚
さ
に
荒
壁
が
塗
ら
れ
て
い
る
。

　
小
屋
組
み
を
み
る
と
、
棟
木
に
平
行
し
て
五
間
も
の
と
三
間
も
の
の
瓜
皮
は
ぎ
の

大
ば
り
（
径
二
八
糎
）
が
二
一
糎
（
七
寸
）
の
角
材
に
支
え
ら
れ
て
棟
持
柱
間
に
渡

っ
て
い
一
る
。
こ
れ
に
直
交
し
て
は
り
丸
太
を
平
側
に
一
八
二
糎
（
一
間
）
ご
と
に
立

つ
柱
間
に
か
け
て
い
る
。
こ
の
上
に
振
れ
止
め
ぬ
き
を
通
し
た
小
屋
束
を
立
て
て
、

角
の
棟
木
一
二
糎
（
四
寸
）
×
九
棟
（
三
寸
）
を
支
え
て
い
る
。
土
台
か
ら
こ
の
棟

木
上
端
ま
で
の
高
さ
は
、
三
六
四
糎
を
測
る
。
こ
の
小
屋
束
か
ら
は
り
丸
太
に
か
け

て
一
二
糎
（
三
寸
）
角
の
合
掌
が
組
ま
れ
、
九
糎
（
三
寸
）
角
の
母
屋
を
受
け
て
い

「
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、

る
ひ
含
掌
に
平
存
し
て
野
地
板
が
十
分
の
三
の
傾
斜
で
葺
か
れ
、
そ
の
上
に
直
接
荒

壁
が
の
る
。
従
っ
て
、
入
口
お
よ
び
窓
を
除
く
部
分
は
完
全
に
荒
壁
に
よ
り
被
覆
さ

れ
た
形
と
な
り
、
こ
の
上
に
さ
ん
瓦
葺
の
屋
根
を
十
分
の
四
・
五
の
傾
斜
で
伏
せ
て

い
る
。
こ
の
部
分
の
小
屋
組
み
材
は
、
他
に
比
べ
て
面
が
整
い
や
や
新
し
い
感
が

あ
る
。
構
造
的
に
み
る
と
、
土
蔵
本
体
の
棟
木
の
上
に
さ
ら
に
二
重
の
桁
が
の
り
、

二
一
糎
角
の
し
ん
束
が
一
八
二
糎
（
一
間
）
お
き
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
二

重
桁
の
敷
桁
か
ら
し
ん
束
直
上
で
交
叉
す
る
形
で
合
掌
が
組
ま
れ
、
一
五
糎
角
の
棟

木
が
架
け
ら
れ
、
母
屋
、
垂
木
、
野
地
板
と
続
く
。
そ
の
上
に
瓦
が
べ
た
葺
き
に
さ

れ
、
棟
は
四
段
棟
築
と
な
っ
て
い
る
。
合
掌
の
鼻
は
隅
柱
の
心
よ
り
九
〇
・
九
糎

（
三
尺
）
出
て
お
り
、
軒
の
出
は
そ
れ
よ
り
三
〇
・
三
糎
（
一
尺
）
出
て
一
二
一
・

二
糎
（
四
尺
）
、
妻
軒
の
出
は
九
〇
・
九
糎
（
三
尺
）
で
あ
る
。
又
、
野
地
板
軒
の

部
分
は
化
粧
裏
板
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
内
側
は
、
竹
で
荒
野
地
と
し
て
い
る
。

　
以
上
が
構
造
の
概
略
で
あ
る
が
、
今
回
の
補
修
に
よ
り
次
の
点
が
今
後
の
課
題
と

し
て
考
え
ら
れ
る
。

　
土
台
と
東
へ
渡
る
大
梁
が
腐
朽
し
て
い
る
た
め
東
の
屋
根
は
下
が
り
、
全
体
に
東

南
に
傾
斜
し
て
い
る
。
そ
の
ひ
ず
み
に
ょ
る
雨
漏
が
土
蔵
本
体
に
影
響
し
野
地
板
が

腐
り
、
一
部
崩
落
し
て
い
る
。
特
に
南
半
の
雨
漏
が
ひ
ど
く
、
材
の
い
た
み
が
ひ
ど

い
。
従
っ
て
次
回
の
補
修
は
全
面
的
に
改
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

・
既
指
定
文
化
財
（
仁
治
の
板
碑
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
称
変
更
に
つ
い
て

　
昭
和
四
十
八
年
九
月
二
十
四
日
指
定
重
要
文
化
財
「
仁
治
の
板
碑
」
は
名
称
が
必

ず
し
も
実
体
に
即
し
て
い
な
い
こ
と
が
か
ね
て
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
五

十
一
年
十
一
月
二
十
六
日
の
文
化
財
調
査
委
員
会
議
で
正
式
に
取
り
あ
げ
ら
れ
、
そ

の
後
の
教
育
委
員
会
の
議
決
を
経
て
次
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
た
。

　
改
正
後
の
名
称
「
小
島
田
の
供
養
碑
」

　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
五
十
年
十
二
月
二
十
四
日
付
）
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4 上野国分寺跡 |鞘元総社町東町国分 |群馬町・前橋市|

51総社二子山古墳 |総社町植野宇一子山368 橋 市 |

61天川二子山古墳 |文京町三丁目26 |前 橋

7 前二子古墳 東大室町二児山 前 橋 市 |

B 中二子古墳 |西大室町内堀 |前 橋

9 後二子古墳附小古墳 西大室町下諏訪 前 橋 市|

10 山王塔跡 総社町総社2408 日リ 橋 市|

111宝塔山古墳 総社町総社1606光厳寺|

121八幡山古墳 |朝倉町若宮1制~ |前 橋 市|

131蛇穴山古墳 |総社町総祉15総87社小前 橋 市|

141岩神の飛石 昭和町三丁目29-11 lE荷橋神霊|

件名 所 在 地 |管理者 | 住 所|電話

|西片貝児童町臼文化センタ一 橋 市|

l総社町総社2408 |総社町総社

|総社町総社2潤 |総社町総社2制

千代田町三丁目妙安寺| |千代田町三丁目

1/ 1/ 1/ 1/ 

1/ // 1/ 1/ 

県 指定

利 指定物件名

211十一面観世音像

所在地 |管理者|住 所 |電話

22 i発鐘
叶下長磯三番史人形

241脇差(銘喜翁藤原直胤)

25 1上野総社神社本殿一棟 |元総社町お77

126 11.a刀〔銘 膏i左衛門醐旦|千代田町三丁目1刊|

一 18一

日輪寺町412
L一一一一ーー

|千代田町三丁目

l l 
l城東町一丁目11-17 1 

元総社町2377 1 

|千代田町三丁目15-101



27] 万(銘官15-・是(tjll衛前闘門住尉長消船光五f乍j、口 南町三丁目15-1 南町三丁目15-1

28]腕(銘・桜紋英義的一口 千代田町二丁目8-18 ] |千代田町二丁目印 |

29]刀(弘議皇太郎趨作之)]千代田町二丁目5-5 千代田町二丁目5-:5

可~n(銘・於束郡関芸品)J 石倉町引6 石倉町316

31 ]なぎなた於東武英著作之 | 1/ 1/ 1/ 1/ 

32]納曽利面 l二之宮町蜘赤城神社 | |二之宮町ω

叶カ田i腰碑 総社町総社16Q7先厳寺 1 |総社町総社1印

341石田玄圭の墓 総社町高井字桃木263

35]上泉糊附関係文書 上泉町字宿1140

361前橋天神山古墳 後閑町坊山 |前 橋 市

37[総社神社版ム(二面〕 |元総社町2m | 
総社神社 元総社町2377

381総社本上野国神明帳 1/ 1/ // // 

市指定文化財

""色. 指定物件名 所 在 地 管理者 住 所 電 話

391文政四年天川原村分間絵図 文京町二丁目21 文京町二丁目21

4ol文政四年前橋町絵図 |本町二丁目1日 本町二丁目10-5

41 大徳寺総門 小相木町91 I/J~相木町91

42 廃覚動寺宝塔 公田町乗明院 |公田町

431カロート山古墳石棺 |中川|小学校=庭河町一丁目 1中川小学校 三河町二丁目

441典籍前橋藩主松平家記録 |大手町二石匙図書館)1前 橋 市

の |書跡豊臣秀吉和歌短冊 |千代田町三丁品安寺内|

461工芸品中啓伝狩野三楽筆 // 1/ 1/ 1/ 

471笠薬師t偶 |問屋町稲荷神社境内 |問屋町

48 前橋藩主酒井氏歴代墓地 |紅雲町二丁目 |紅雲町二丁目

49 前橋城車橋門跡 i大手町二丁目 前 橋 市

50 上泉町新田塚古墳 |上泉町新田塚2制 |上泉町新田塚2694

51 1上泉獅子舞 I上泉町93諏5訪神社撞内 1 l上泉町悶
52 二之宮の式三番受付伝授書 |二之宮町側赤城神社 二之宮町886

531総社神社太々神楽 元総社町2377 元総社町2377

叶野良嫡子舞 |清野町311の3 清野町311の3

551産泰神社太々神楽 |下大屋町5印 | 
56 松平審主画葎及結び城政勝画像 1朝日町四丁目29孝2頭4寺 1 l朝日町四丁目2凶|
571酒井重忠画像 |大手町三丁目17議寺| 大手町三丁目17-22

581東福寺鰐口 |ー河町丁目1当主寺 | 三町一丁目19-18 1 
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591小島田の供養碑 小島田町528 小島田町大門肱

6ol大徳寺の多宝塔 |小相木町91 |小相木町91

61 1経塚古墳 |東善町経緯乙市 . 

計一像板) 公田町 2
公田町421

オブ塚古墳 勝沢町409

一
641片貝神社太々神楽 |西片貝町1460

65 [東覚寺層塔 j総社町総社1607 総社町総社1607

66 日輪寺寛永の絵馬 日輪寺町仰 日輪寺| |日輪寺町412

671下村善太郎の墓 |紅雲町二丁目 竜海院 |

681産泰神社八稜鏡 |下大屋町569産泰神社|

691泉沢の獅子舞 |泉沢町44 泉沢神社 l 
70 春日;神社太々神楽 上佐鳥町1120-1 神社

春日

71 I稲荷藤節 |泉沢町672

慈照院千手観音座像 l二之宮町1811 慈照院[ |二之宮町1811

73 伯牙弾主宇部 |本町二丁肝2八|開 |本町三丁目円

741光厳寺薬医門
総社町総社1607

|総社町総社1町光厳寺

751無量寿寺地蔵菩薩立像 卜 之宮町甲76L覇寺| |二之宮町甲764

761無量寿寺十一面観音立像 11 I! I! 11 

~二宮神社嫡 卜之宮町鵬
一宮赤城神社

781二宮神社絵馬四枚 I! H I! I! 

791前橋酬場跡な供ら養び塔に道しるべ 天川大島町1025 前 橋 市 |大手町二丁目

80 宝禅寺異型板碑 上泉町1280 宝禅寺 i |上泉町1280

81 山王の宝塔 山王町464 |山王町464

821八幡宮文書一巻九通 本町二丁目下2八幡宮 |本町二T目ト

831前橋祇園祭礼絵巻二巻 |大手町二丁目12-9 |荷由主橋図童鐙市~j 大手町二丁目
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．
ぐ

〆
（
、

あ
　
と
　
が
　
き

　
前
橋
市
教
育
委
員
会
で
は
、
本
年
度
、
新
し
く
一
二
の
文
化
財
を
市
の
重
要
文
化

財
に
指
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
市
に
所
在
す
る
指
定
文
化
財
は
、
国
指
定
二

三
件
、
県
指
定
一
七
件
、
そ
し
て
、
市
指
定
四
三
件
を
合
せ
て
八
三
件
に
達
し
た
。

と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
指
定
文
化
財
の
う
ち
、
国
お
よ
び
県
指
定
文
化
財
に
つ
い
て
は
、

あ
る
程
度
そ
の
解
説
書
等
は
あ
る
が
、
そ
の
大
半
を
占
め
る
市
指
定
文
化
財
に
つ
い

て
は
、
適
切
な
解
説
書
を
も
た
な
い
場
合
が
多
い
。
本
市
教
育
委
員
会
が
昭
和
四
十

五
年
度
以
降
毎
年
発
行
し
て
き
た
文
化
財
調
査
報
告
書
は
、
こ
う
し
た
市
指
定
文
化

財
の
解
説
を
集
録
し
て
、
こ
こ
に
第
六
集
を
発
行
す
る
に
至
っ
た
。

　
本
第
六
集
は
、
こ
う
し
た
経
緯
に
の
っ
と
り
、
本
年
度
指
定
し
た
重
要
文
化
財
一

二
件
を
中
心
に
、
本
年
度
文
化
財
保
護
係
が
実
施
し
た
芳
賀
西
部
工
業
団
地
遺
跡
、

蛇
穴
山
古
墳
、
山
王
廃
寺
の
発
掘
調
査
の
概
報
、
更
に
は
県
指
定
史
跡
上
泉
郷
蔵
の

保
存
修
理
の
記
録
を
集
録
し
た
。
そ
し
て
そ
の
玉
稿
は
、
新
指
定
一
二
物
件
に
つ
い

て
は
、
文
化
財
調
査
委
員
の
先
生
か
ら
報
告
を
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
り
、
発
掘
調

査
概
報
お
よ
び
郷
蔵
修
理
の
記
録
は
、
文
化
財
保
護
係
職
員
の
手
に
よ
っ
た
も
の

で
、
何
れ
も
、
公
私
共
多
忙
の
中
を
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内

容
は
、
各
分
野
の
専
門
的
立
場
か
ら
の
貴
重
な
見
解
で
あ
り
、
必
ず
や
、
各
文
化
財

に
対
し
て
正
し
い
理
解
を
す
る
う
え
で
稗
益
す
る
こ
と
多
い
も
の
と
確
信
い
た
し
ま

す
。

昭
和
五
十
一
年
二
月

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

文
化
財
保
護
係
長
松

島
　
栄
　
治

昭和50年度
　文化財調査報告書第6集

昭和51年3月1日
昭和51年3月20日

刷
行

印
発

前橋市千代田町一丁目8－8

　前橋市教育委員会事務局社会教育課

　　　　　　　　電話32－6538番

発行所

前橋市大手町三丁目6－11

　有限会社原田印刷所
　　　　　　　電話31－2665番

印刷所
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